
最
近
、
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
へ
の

配
慮
の
言
葉
が

気
に
な
り
、
患

者
さ
ん
や
ス
タ

ッ
フ
に
対
し
、

伝
え
よ
う
と
思
っ
た
言
葉
を
飲

み
込
ん
で
、「
正
し
い
」
言
葉

を
使
う
こ
と
が
増
え
た
。
し
か

し
、
飲
み
込
ん
だ
言
葉
こ
そ
が

私
の
本
音
で
あ
る
こ
と
も
多

く
、
表
面
的
に
「
正
し
い
」
言

葉
だ
け
を
口
に
し
て
い
る
と
、

何
だ
か
自
分
が
仮
面
を
か
ぶ
っ

た
偽
善
者
に
な
っ
た
よ
う
な
気

が
し
て
く
る
▼
患
者
さ
ん
や
ス

タ
ッ
フ
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
に
お
い
て
、
本
音
を
抑
え

て
ば
か
り
で
は
相
手
と
の
距
離

が
縮
ま
ら
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ

か
、
自
分
自
身
に
対
し
て
も
、

嘘
を
つ
い
て
い
る
よ
う
な
感
覚

に
陥
る
こ
と
が
あ
る
。
も
し
、

同
じ
よ
う
に
感
じ
て
い
る
人
が

多
い
と
し
た
ら
、
世
の
中
は
仮

面
を
か
ぶ
っ
た
偽
善
者
ば
か
り

に
な
り
か
ね
な
い
▼
言
葉
を
慎

重
に
選
ぶ
こ
と
は
当
然
だ
が
、

「
正
し
さ
」
と
「
誠
実
さ
」
の

バ
ラ
ン
ス
を
見
失
っ
て
は
い
け

な
い
の
だ
ろ
う
。
患
者
さ
ん
に

も
ス
タ
ッ
フ
に
も
、
私
が
心
の

中
で
何
を
思
っ
て
い
る
か
が
自

然
に
伝
わ
る
瞬
間
が
あ
る
。
そ

れ
を
恐
れ
ず
、
丁
寧
に
言
葉
を

紡
い
で
い
く
こ
と
で
、
仮
面
の

い
ら
な
い
関
係
が
築
け
る
の
で

は
な
い
か
と
信
じ
た
い
。（
Ｓ
）

オ
ン
資
訴
訟
控
訴
は
今
後
検
討

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
を
療

養
担
当
規
則
で
原
則
義
務
化
す

る
の
は
違
憲
だ
と
し
、
全
国
の

医
師
・
歯
科
医
師
ら
１
千
415
人

が
国
を
訴
え
た
裁
判
の
判
決
が

11
月
28
日
午
後
３
時
、
東
京
地

裁
で
言
い
渡
さ
れ
た
。
岡
田
幸

人
裁
判
長
は
、
原
告
の
訴
え
を

棄
却
し
た
。

判
決
後
、
取
材
に
応
じ
た
須

田
昭
夫
原
告
団
長
（
東
京
保
険

医
協
会
会
長
）
は
、
控
訴
に
つ

11
月
13
日
に
坪
田
有
史
会

長
、
早
坂
美
都
副
会
長
が
、

先
の
衆
議
院
議
員
選
挙
（
10

月
27
日
投
開
票
）
で
当
選
し

た
東
京
選
出
の
議
員
10
名
と

歯
科
医
師
の
議
員
２
名
を
表

敬
訪
問
し
た
。
面
会
に
応
じ

た
各
議
員
は
「
ご
期
待
に
そ

え
る
よ
う
ま
い
進
し
た
い
」

と
抱
負
を
語
っ
た
。

健
康
保
険
証
の
発
行
終
了
問
題

国
会
で
の
議
論
を
求
め
る

坪
田
会
長
は
、
ま
ず
祝
辞
を

贈
る
と
と
も
に
、
歯
科
の
現

状
を
説
明
。
全
国
保
険
医
団

体
連
合
会
（
保
団
連
）
の
調

査
に
お
い
て
、
70
・
１
％
が

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
の
ト

ラ
ブ
ル
が
あ
っ
た
と
回
答
し

た
結
果
を
紹
介
し
た
。
協
会

に
は
、「『
資
格
情
報
の
お
知

ら
せ
』『
目
視
確
認
モ
ー
ド
』

と
は
何
か
」
な
ど
の
相
談
が

多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と

や
、
マ
イ
ナ
保
険
証
が
使
え

な
い
、
ま
た
は
顔
認
証
や
暗

証
番
号
認
証
が
で
き
な
い
ト

ラ
ブ
ル
へ
の
対
応
方
法
が
周

知
さ
れ
て
い
な
い
問
題
も
指

摘
。
そ
の
う
え
で
、「
12
月
２

日
に
健
康
保
険
証
の
発
行
を

終
了
で
き
る
状
況
で
は
な

い
。
立
憲
民
主
党
は
発
行
終

了
を
延
期
す
る
法
案
を
衆
議

院
に
提
出
し
た
が
、
国
会
で

十
分
議
論
さ
れ
る
こ
と
を
期

待
す
る
」
と
訴
え
た
。

歯
科
問
題
で
交
流
深
め
る

歯
科
医
師
の
佐
原
若
子
議
員

（
比
例
・
東
北
）、
長
谷
川
嘉

一
議
員
（
比
例
・
北
関
東
）
と

は
、
歯
科
医
療
の
問
題
で
意
見

交
換
。
直
前
ま
で
院
長
と
し
て

診
療
し
て
い
た
佐
原
議
員
は

「
口
腔
は
全
身
の
健
康
と
関
連

が
あ
る
が
、
歯
科
の
点
数
は
低

い
。
医
療
機
器
の
導
入
や
文
書

を
作
成
し
な
い
と
算
定
で
き
な

い
縛
り
も
多
い
」
と
実
体
験
を

交
え
、
歯
科
の
低
診
療
報
酬
の

問
題
な
ど
を
指
摘
し
た
。

長
谷
川
議
員
は
「
以
前
は
海

外
技
工
物
の
問
題
が
取
り
沙
汰

さ
れ
た
。
歯
科
技
工
の
現
状
が

気
に
な
る
」
と
語
っ
た
。
坪
田

会
長
は
、
協
会
が
歯
科
技
工
所

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
保
団

連
の
呼
び
か
け
で
全
国
調
査
も

行
わ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、

「
厚
生
労
働
省
は
補
綴
物
の
点

数
を
引
き
上
げ
る
な
ど
し
た

が
、
歯
科
技
工
所
の
状
況
は
依

然
と
し
て
厳
し
い
」
と
伝
え
、

議
員
も
認
識
を
深
め
た
。

健
康
保
険
証
の
存
続
署
名

１
月
末
ま
で
に
ご
返
送
を

11
月
28
日
か
ら
12
月
21
日
ま

で
臨
時
国
会
が
あ
り
、
来
年

1
月
か
ら
は
通
常
国
会
が
開

催
さ
れ
る
。「
現
行
の
健
康
保

険
証
を
残
し
て
く
だ
さ
い
」

請
願
署
名
は
各
国
会
で
提
出

予
定
で
あ
り
、
来
年
１
月
31

日
ま
で
に
協
会
へ
送
付
い
た

だ
き
た
い
。

ま
た
、
歯
科
医
療
の
充
実
を

求
め
る
署
名
も
今
後
実
施
を
予

定
し
て
い
る
。
協
会
は
引
き
続

き
現
場
の
声
を
国
会
議
員
や
行

政
に
伝
え
て
い
く
。

健
康
保
険
証
は
ま
だ
必
要
で

す
―
。
11
月
７
日
、
日
比
谷

公
園
大
音
楽
堂
で
行
わ
れ
た

「
マ
イ
ナ
保
険
証
の
押
し
つ

け
反
対
保
険
証
を
残
せ
！
11

・
７
大
集
会
」
で
全
国
保
険

医
団
体
連
合
会
の
山
田
美
香

理
事
（
歯
科
医
師
）
が
医
療

現
場
の
状
況
を
訴
え
た
。

12
月
２
日
に
迫
る
健
康
保
険

証
の
新
規
発
行
終
了
を
前

に
、
会
場
に
は
関
係
者
２
千

300
人
が
集
ま
り
、
医
療
、
法

曹
、
建
設
な
ど
各
方
面
か
ら

健
康
保
険
証
の
必
要
性
を
主

張
し
た
。
山
田
理
事
は
、
ト

ラ
ブ
ル
が
解
消
さ
れ
な
い
う

ち
に
健
康
保
険
証
の
新
規
発

行
が
終
了
す
る
こ
と
の
問
題

点
を
訴
え
、
依
然
と
し
て
健

康
保
険
証
は
必
要
だ
と
強
調

し
た
。

さ
ら
に
、
私
見
と
前
置
き
し

た
う
え
で
、
低
迷
す
る
マ
イ
ナ

保
険
証
の
利
用
率
を
踏
ま
え

「
100
％
近
く
の
方
た
ち
が
マ
イ

ナ
保
険
証
を
何
の
問
題
も
な
く

使
え
、『
健
康
保
険
証
を
廃
止

12月２日発行終了は問題
各方面から訴え

「健康保険証は「健康保険証は必要必要」」

し
て
も
い
い
』
と
、
国
民
的
な

合
意
が
で
き
て
初
め
て
、
政
府

は
健
康
保
険
証
の
廃
止
を
検
討

で
き
る
」
と
述
べ
、
重
ね
て
12

月
２
日
の
健
康
保
険
証
の
新
規

発
行
終
了
に
は
問
題
が
あ
る
と

声
を
上
げ
た
。

施
設
か
ら
マ
イ
ナ
保
険
証

「
取
り
扱
え
な
い
」
の
声

ま
た
、
障
が
い
者
団
体
か

ら
は
、
施
設
か
ら
「
管
理
責

任
の
重
い
個
人
情
報
は
取
り

扱
え
な
い
」
と
マ
イ
ナ
カ
ー

ド
や
マ
イ
ナ
保
険
証
の
預
か

り
を
断
ら
れ
る
事
例
が
報
告

さ
れ
た
。
両
親
ら
が
亡
く
な

る
な
ど
、
介
助
者
が
い
な
く

な
っ
た
場
合
に
も
管
理
が
難

し
く
、「
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
を
取

得
で
き
な
い
」
と
当
事
者
の

立
場
か
ら
健
康
保
険
証
の
存

続
を
求
め
た
。

集
会
に
は
伊
藤
岳
・
倉
林
明

子
の
両
参
議
院
議
員
（
共
産
）

が
訪
れ
た
ほ
か
、
谷
田
川
元

衆
議
院
議
員
（
立
民
）
か
ら

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ
、

最
後
に
は
参
加
者
が
「
保
険

証
を
残
せ
」
と
シ
ュ
プ
レ
ヒ

コ
ー
ル
を
上
げ
た
。
そ
の
後
、

参
加
者
は
東
京
駅
に
向
け
、

健
康
保
険
証
の
存
続
を
訴
え

る
パ
レ
ー
ド
を
行
っ
た
。

い
て
は
今
後
、
弁
護
団
と
検
討

す
る
と
し
た
。
詳
報
は
本
紙
２

０
２
５
年
１
月
号
掲
載
予
定
。

本
訴
訟
は
23
年
２
月
22
日
に

原
告
が
第
一
次
提
訴
。
計
８
回

の
口
頭
弁
論
の
末
、
今
年
９
月

19
日
に
結
審
し
た
。

な
お
、
こ
の
日
は
当
協
会
会

長
で
原
告
団
副
団
長
の
坪
田
有

史
氏
、
副
会
長
の
早
坂
美
都

氏
、
理
事
の
橋
本
健
一
氏
、
会

員
の
扇
山
隆
氏
も
参
加
し
た
。

手塚仁雄（立民、東京５区）、吉田はるみ（立民、東京８区）、長妻昭（立民、東京27区）お
よび松原仁（無所属、東京26区）各衆議院議員には、秘書を通じて祝辞を伝えた

原
告
の
訴
え「
棄
却
」

▲署名用紙注文フォーム

（左から）早坂美都副会長、円より子議員（国民・
比例東京）、坪田有史会長

保険証廃止後 受付業務に懸念

12月から変更 医療情報取得加算

２

【支援金15万円】医療機関物価
高騰支援金 概要公表

３

【保存版】健康保険証の発行終了
これからの窓口対応きほんのマニュアル

特

集

News　View

経営・税務相談Ｑ＆Ａ
年末調整～注意したい2024年の変更点～

7

坪田会長ら

健
康
保
険
証

健
康
保
険
証 

発
行
終
了

発
行
終
了

「
で
き
る
状
況
に
な
い
」

「
で
き
る
状
況
に
な
い
」
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１１面のつづき面のつづき

薬剤長期収載品の選定療養薬剤長期収載品の選定療養
処方箋の記載方法は？処方箋の記載方法は？

　12月から金パラの告示価格は1gあたり3,045円から3,010円に引き下げとなり、30gあたりでは

91,350円から90,300円に引き下げとなる。歯科用貴金属の随時改定では、金パラは引き下げ、銀合

金は一部引き下げ、メタルコアは引き下げ、14カラット金合金は引き上げとなる。詳細は以下の通り。

材材
料料 区分区分

点数点数
（ 1 2月～（ 1 2月～
2025年2025年２２月）月）

銀
合
金

インレー（単純）

小臼歯・前歯・
乳歯

208
インレー（複雑） 319
4 分の 3冠
（乳歯除く） 412

5 分の 4冠
（乳歯除く） 352

全部金属冠 510
インレー（単純）

大臼歯

217
インレー（複雑） 331
5 分の 4冠 369
全部金属冠 528

接着冠
前歯 410
小臼歯 350
大臼歯 367

根面被覆 前歯・小臼歯 211
大臼歯 220

レジン前装
金属冠

前歯
（ブリッジ支台） 1,286

前歯（ブリッジ
支台以外） 1,282

小臼歯 1,212

銀
合
金

鋳造
ポンティック

小臼歯 489
大臼歯 489

レジン前装金
属ポンティック

前歯 1,250
小臼歯 704
大臼歯 564

キーパー付き
根面板

前歯・小臼歯 815
大臼歯 827

メタルコア 前歯・小臼歯 213
大臼歯 275

14
カ
ラ
ッ
ト
金
合
金

インレー（複雑）前歯 1,951
4 分の 3冠 前歯 2,452
双子鉤
（鋳造鉤）

犬歯・小臼歯 1,797
小・大臼歯 2,150

二腕鉤
（鋳造鉤）

前歯 1,149
犬歯・小臼歯 1,421
大臼歯 1,777

線鉤
双子鉤 1,120
二腕鉤
（レスト付） 849

材材
料料 区分区分

点数点数
（ 1 2月～（ 1 2月～
2025年2025年２２月）月）

歯科用貴金属改定情報（12月～）歯科用貴金属改定情報（12月～）
金パラは引き下げ金パラは引き下げ

材材
料料 区分区分

点数点数
（ 1 2月～（ 1 2月～
2025年2025年２２月）月）

金
銀
パ
ラ
ジ
ウ
ム
合
金

インレー（単純）

前歯・
小臼歯

438
インレー（複雑） 777
4 分の 3冠 977
5 分の 4冠 917
全部金属冠 1,218
インレー（単純）

大臼歯

554
インレー（複雑） 956
5 分の 4冠 1,154
全部金属冠 1,519

接着冠
前歯 975
小臼歯 915
大臼歯 1,152

根面被覆 前歯・小臼歯 441
大臼歯 557

レジン前装
金属冠

前歯
（ブリッジ支台） 2,119

前歯（ブリッジ
支台以外） 2,115

小臼歯 2,045
鋳造
ポンティック

小臼歯 1,353
大臼歯 1,654

レジン前装金属
ポンティック

前歯 1,913
小臼歯 1,553
大臼歯 1,714

双子鉤
（鋳造鉤）

犬歯・小臼歯 1,023
小・大臼歯 1,235

二腕鉤（鋳造鉤）
（レスト付）

前歯 780
犬歯・小臼歯 822
大臼歯 909

コンビネーショ
ン鉤

前歯 516
犬歯・臼歯 537
大臼歯 581

キーパー付き
根面板

前歯・小臼歯 1,273
大臼歯 1,452

鋳造バー 2,021
ローチのバー
クラスプ

1歯 1,215
2 歯以上 1,235

12月12月から変更
「医療情報取得加算」

12
月
１
日
か
ら
初
診
時
、
再

診
時
と
も
に
「
医
療
情
報
取
得

加
算
１
、
２
、
３
、
４
」
が
変

協
会
は
９
月
17
〜
24
日
に
、

５
月
以
降
に
起
き
た
マ
イ
ナ
保

険
証
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
の
調

査
（
第
4
弾
）
を
会
員
に
実
施

し
、
208
件
（
回
答
率
７
・
１

％
）
の
医
療
機
関
が
回
答
し

た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
で

の
ト
ラ
ブ
ル
や
不
具
合
の
有
無

に
つ
い
て
は
、「
あ
っ
た
」
が

140
件
（
67
・
３
％
）
で
、
第
３

弾
調
査
と
比
較
す
る
と
10
％
強

増
加
し
て
い
る
。

ト
ラ
ブ
ル
の
具
体
的
な
内
容

（
図
１
）
は
、「
名
前
の
●

（
黒
丸
）
表
示
」
が
最
も
多
く

67
・
１
％
、
次
い
で
「
カ
ー
ド

リ
ー
ダ
ー
の
認
証
エ
ラ
ー
な

ど
」（
55
・
７
％
）、「
資
格
情

報
が
無
効
で
あ
る
」（
48
・
６

％
）
と
続
い
た
。
こ
れ
ら
は
マ

イ
ナ
保
険
証
の
利
用
率
が
上
が

る
と
、
よ
り
一
層
ト
ラ
ブ
ル
が

増
加
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ

る
。
な
お
、
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
っ

た
場
合
の
対
応
と
し
て
は
、
８

割
近
い
医
療
機
関
が
「
健
康
保

険
証
に
よ
る
資
格
確
認
で
対
応

し
た
」
と
回
答
し
て
お
り
、
依

然
と
し
て
健
康
保
険
証
が
医
療

機
関
に
お
い
て
、
重
要
な
役
割

を
果
た
し
て
い
る
と
い
え
る
。

ま
た
、
受
付
業
務
（
図
２
）

は
、「
今
も
混
乱
し
て
お
り
、

健
康
保
険
証
廃
止
後
は
受
付
業

務
に
忙
殺
さ
れ
る
と
思
う
」
が

51
・
０
％
、「
診
察
の
待
ち
時

間
が
長
く
な
る
と
思
う
」
が
48

・
６
％
と
な
っ
た
。
12
月
２
日

以
降
は
現
行
の
「
健
康
保
険

証
」「
マ
イ
ナ
保
険
証
」
に
加

え
て
、「
資
格
確
認
書
」「
資
格

情
報
の
お
知
ら
せ
」
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
方
法
で
の
資
格
確
認

が
医
療
機
関
の
受
付
で
求
め
ら

れ
、
資
格
確
認
が
で
き
な
い
場

合
は
患
者
に
「
被
保
険
者
資
格

申
立
書
」
を
記
載
し
て
も
ら
う

対
応
も
必
要
と
な
る
。
受
付
ス

タ
ッ
フ
が
少
な
い
歯
科
医
療
機

関
は
業
務
負
担
が
増
え
、
患
者

を
待
た
せ
る
こ
と
に
も
な

る
。「
保
険
情
報
の
反
映
の
タ

イ
ム
ラ
グ
に
苦
労
し
て
い

る
」
と
い
う
意
見
も
散
見
さ

れ
、
既
に
「
受
付
対
応
で
マ
イ

ナ
保
険
証
に
関
す
る
説
明
で
患

者
さ
ん
と
ト
ラ
ブ
ル
に
な
っ

た
」「
板
挟
み
に
な
っ
た
」
と

い
う
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い

る
。

10
月
現
在
、
都
内
の
歯
科
医

療
機
関
で
の
マ
イ
ナ
保
険
証

の
利
用
率
は
17
・
16
％
と
全

国
で
44
番
目
の
低
水
準
。
本

調
査
に
寄
せ
ら
れ
た
ト
ラ
ブ

ル
は
、
ま
だ
氷
山
の
一
角
の

可
能
性
も
あ
る
。
本
紙
５
〜

８
面
に
健
康
保
険
証
発
行
終

了
後
の
窓
口
対
応
に
つ
い
て

解
説
し
て
い
る
の
で
、
参
考

に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

0 10 20 30 40 50 60 70 80
他人の情報が紐づけられていた

限度額認定に誤り等があった

負担割合の齟齬

マイナ保険証の有効期限が切れていた

名前や住所の間違い

該当の被保険者番号がない

資格情報が無効

カードリーダーの接続不良・
認証エラー

●で出る

図１ トラブルの類型　「あった」と回答した医療機関（複数回答）

67.1%(94 件）
55.7%(78 件）
48.6%(68 件）

25.0%(35 件）
22.1%(31 件）

11.4%(16 件）
10.7%(15 件）

0.7%(1 件）
6.4%(9 件）

（％）

更
さ
れ
、
マ
イ
ナ
保
険
証
、
現

行
の
健
康
保
険
証
の
い
ず
れ
か

で
情
報
を
取
得
し
た
場
合
で
も

医
療
情
報
取
得
加
算
と
し
て
１

点
の
加
算
と
な
る
。

11
月
末
ま
で
は
、「
マ
イ
ナ

保
険
証
や
電
子
資
格
確
認
を
使

用
、
診
療
情
報
提
供
書
を
持
参

し
て
医
療
情
報
を
取
得
し
た
場

合
」
は
医
療
情
報
取
得
加
算

２
、
４
と
し
て
初
診
時
、
再
診

時
と
も
に
１
点
、「
現
行
の
健

康
保
険
証
で
、
初
診
時
に
標
準

的
な
問
診
票
の
項
目
を
歯
科
医

師
が
患
者
か
ら
聞
き
取
る
な

ど
、
直
接
情
報
を
取
得
し
た
場

合
」
は
医
療
情
報
取
得
加
算
１

（
３
点
）、
３
（
２
点
）
を
算

定
す
る
取
り
扱
い
だ
っ
た

が
、
今
回
の
改
定
に
よ
り
点
数

保
険
証
廃
止
後
受
付
業
務
に
懸
念
懸
念

　
　
　
　
　
　
半
数
の
医
療
機
関
で

2024年11月まで 2024年12月から
名　称 点数 名　称 点数

初診時
医療情報取得加算１ ※A ３点

→

初診時 医療情報
取得加算 １点

　　　　〃　　　２ ※B １点

再診時
（３カ月に１回）

　　　　〃　　　３ ※A ２点 再診時
（３カ月に
１回）

医療情報
取得加算 １点

　　　　〃　　　４ ※B １点
※A 現行の健康保険証で確認した場合
※B マイナ保険証などで確認した場合

図２ 保険証が廃止された場合の受付業務（複数回答）

0 10 20 30 40 50 60

スタッフを増やして対応せざるを
得ないと思う

大きな混乱はないと思う

診察の待ち時間が長くなると思う

今も混乱しており、廃止後は
受付業務に忙殺されると思う 51.0%(106 件）

48.6%(101 件）

18.8%(39 件）

18.8%(39 件）
（％）

マイナ保険証
トラブル

マイナ保険証の有無にかかわらず１点に

N=140

が
統
一
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
マ
イ
ナ
保
険
証
を
使
用
し

な
い
と
患
者
負
担
が
高
く
な
る

と
い
う
状
況
は
解
消
さ
れ
た
。

▼
施
設
基
準
は
変
更
な
し

な
お
、算
定
に
あ
た
り
届
出
は

不
要
だ
が
、施
設
基
準
と
し
て
、

①
オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
を
行
っ
て

い
る
こ
と
、②
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格

確
認
を
行
う
体
制
が
あ
る
こ
と
、

③
受
診
歴
、薬
剤
情
報
、特
定
健

診
情
報
等
、必
要
な
診
療
情
報
を

取
得
・
活
用
し
て
診
療
を
行
う

こ
と
を
院
内
掲
示
し
て
い
る
こ

と
、④
院
内
掲
示
し
て
い
る
事
項

を
原
則
と
し
て
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

に
掲
載
し
て
い
る
（
２
０
２
５

年
５
月
31
日
ま
で
は
猶
予
）―
を

満
た
す
必
要
が
あ
る
。

N=208
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東
京
都
は
11
月
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
上
に
「
東
京
都
医
療
機
関

等
物
価
高
騰
緊
急
対
策
支
援
金

（
２
０
２
４
年
度
）」
の
概
要

を
公
表
し
た
。
一
歯
科
診
療
所

あ
た
り
15
万
円
が
支
給
さ
れ

る
。
支
援
金
関
連
の
要
綱
や
申

請
様
式
の
公
表
は
12
月
中
旬
〜

下
旬
頃
、
受
付
開
始
は
12
月
下

旬
〜
25
年
１
月
上
旬
頃
と
の
こ

と
。
詳
細
が
公
表
さ
れ
次
第
、

本
紙
１
月
号
や
協
会
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
、
デ
ン
タ
ル
ブ
ッ
ク
メ
ー

ル
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
で
お
知
ら
せ

す
る
。

な
お
、
申
請
方
法
は
、
Ｊ
グ

ラ
ン
ツ
、
も
し
く
は
紙
で
の
郵

送
申
請
の
２
種
類
。
Ｊ
グ
ラ
ン

ツ
と
は
、
デ
ジ
タ
ル
庁
が
運
営

す
る
補
助
金
の
電
子
申
請
シ
ス

テ
ム
で
あ
る
。
Ｉ
Ｄ
は
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
す
れ

ば
即
日
発
行
で
き
、
利
用
し
な

い
場
合
は
、
印
鑑
証
明
書
や
押

印
が
必
要
と
な
り
、
発
行
ま
で

に
１
〜
２
週
間
ほ
ど
か
か

る
。
郵
送
に
よ
る
申
請
の
詳
細

も
公
表
さ
れ
次
第
、
お
知
ら
せ

す
る
の
で
、
今
し
ば
ら
く
お
待

ち
い
た
だ
き
た
い
。（
情
報
は

11
月
28
日
現
在
で
掲
載
し
て
い

ま
す
）

協会事務局 休務のお知らせ

２０２４年１２月28日（土）～２０２５年１月５日（日）

　年末年始につき、上記の期間、東京歯科保険医協会事

務局を休務とさせていただきます。あらかじめ、ご了承

ください。

　なお、年内の最終業務は12月27日（金）、新年の業務は

２０２５年１月６日（月）から開始となります。

厚
生
労
働
省
は
11
月
、「
医

療
機
関
等
向
け
総
合
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト
」
で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
資

格
確
認
シ
ス
テ
ム
導
入
の
原
則

義
務
化
に
関
す
る
経
過
措
置
対

象
の
医
療
機
関
に
も
、「
オ
ン

ラ
イ
ン
資
格
確
認
（
資
格
確
認

限
定
型
）」
の
導
入
を
任
意
で

可
能
と
す
る
こ
と
を
示
し
た
。

こ
れ
ま
で
は
、
紙
レ
セ
プ
ト

請
求
の
義
務
化
対
象
外
医
療
機

関
の
み
が
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確

認
（
資
格
確
認
限
定
型
）
を
導

入
で
き
た
が
、
そ
の
対
象
が
拡

大
さ
れ
た
。

対
象
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格

確
認
を
導
入
で
き
な
い
可
能
性

の
あ
る
下
表
の
経
過
措
置

⑵
、
⑷
、
⑹
が
適
用
さ
れ
て
い

る
医
療
機
関
。
導
入
に
伴
う
助

成
金
の
申
請
期
限
は
２
０
２
５
年

２
月
１
日
ま
で
と
な
っ
て
い
る
。

申
請
方
法
の
動
画
を
公
開
中

申
請
方
法
な
ど
の
解
説
ス
ラ

イ
ド
や
動
画
は
、
協
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
公
開
し
て
い
る
の

で
、
ぜ
ひ
ご
覧
い
た
だ
き
た

い
。

   

経
過
措
置
対
象
医
療
機
関
も

申
請
開
始

オ
ン
資
《資
格
確
認
限
定
型
》

オ
ン
資
《資
格
確
認
限
定
型
》

解説スライド・動画
協会ホームページ

医療機関等向け
総合ポータルサイト

    
歯
科
技
工
士

歯
科
技
工
士 

５５
年
後
に
半
数
が

年
後
に
半
数
が

　
「
辞
め
て
い
る
」「
わ
か
ら
な
い
」

　
「
辞
め
て
い
る
」「
わ
か
ら
な
い
」

0

30

60

90

120

150

（件）

技工学校の新設
業務範囲を拡大

CAD/CAM機器の普及その他
労働時間を規制

「７：３」告示再徹底の
ルール作り

技工料金の
全体的な値上げ

124

68

45
39 36

23
14

Q．技工士不足解消のために必要なもの
（３つまで選択）

N=138（89.8％）

（49.2％）

（32.6％）
（28.2％） （26.0％）

（16.6％）
（10.1％）

全
国
で
歯
科
技
工
士
養
成
学

校
の
募
集
停
止
が
相
次
い
で
お

り
、
歯
科
技
工
を
担
う
人
材
不

足
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
将

来
、
国
内
で
の
歯
科
技
工
物
の

製
作
が
危
ぶ
ま
れ
る
状
況
に
あ

り
、
各
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
か
ら
も

大
き
く
注
目
さ
れ
て
い
る
。
協

会
は
独
自
に
、
２
０
２
０
年
、

23
年
と
都
内
の
歯
科
技
工
所
に

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施

し
、
技
工
士
・
技
工
所
の
就
労

環
境
や
診
療
報
酬
の
改
善
を
求

め
る
要
請
や
メ
デ
ィ
ア
へ
の
発

信
資
料
と
し
て
活
用
し
て
き

た
。こ

の
ほ
ど
、
取
り
組
み
を
さ

ら
に
強
化
す
る
た
め
、
保
団
連

（
全
国
保
険
医
団
体
連
合

会
）
が
中
心
と
な
り
、
全
国
で

調
査
を
実
施
。
東
京
都
内
で

は
、
技
工
所
１
千
531
施
設
に
ア

ン
ケ
ー
ト
用
紙
を
送
付
し
、
138

施
設
の
回
答
が
寄
せ
ら
れ
た

（
回
収
率
９
・
０
％
）。

ま
ず
、
開
設
者
の
年
齢
は
50

代
、
開
業
年
数
は
30
年
〜
39
年

が
最
多
。
開
業
形
態
は
63
・
８

％
が
個
人
開
業
で
、
う
ち
１
人

技
工
士
の
技
工
所
が
60
・
９

％
、
事
務
員
も
含
め
従
業
員
数

３
名
以
下
の
事
業
所
が
79
・
７

％
と
小
規
模
な
事
業
所
が
中
心

で
あ
っ
た
。
30
・
４
％
の
開
設

者
が
週
の
労
働
時
間
が
71
時
間

以
上
、
65
・
２
％
が
週
休
１
日

以
下
、
38
・
４
％
が
可
処
分
所

得
300
万
円
以
内
と
回
答
し
て
お

り
、
厳
し
い
就
労
状
況
が
明
ら

か
に
な
っ
た
。

次
に
、
24
年
度
診
療
報
酬
改

定
で
多
く
の
補
綴
物
の
点
数
が

引
き
上
げ
ら
れ
た
が
、
技
工
物

を
値
上
げ
し
た
割
合
は
20
％
前

後
で
あ
り
、
多
く
の
技
工
所
が

引
き
上
げ
分
を
価
格
に
反
映
で

き
て
い
な
い
現
状
が
う
か
が
え

た
。
保
険
の
補
綴
物
の
値
上
げ

希
望
金
額
に
つ
い
て
は
、
現
行

の
約
2
倍
を
希
望
す
る
回
答
が

目
立
っ
た
。
ま
た
、
33
・
３
％

の
技
工
所
が
「
歯
科
医
院
か
ら

の
再
製
作
依
頼
が
技
工
業
務
で

最
も
負
担
と
感
じ
て
い
る
」
と

回
答
し
た
。

後
継
者
に
つ
い
て
は
、
84
・

８
％
が「
い
な
い
」と
し
、
自

分
自
身
の
５
年
後
に
つ
い
て

は
、21
・
７
％
が「
歯
科
技
工

士
を
辞
め
て
い
る
」、26
・
８

％
が「
わ
か
ら
な
い
」と
回
答
。

今
後
の
技
工
士
不
足
が
非
常
に

危
ぶ
ま
れ
る
結
果
と
な
っ
た
。

技
工
士
不
足
の
解
消
の
た
め

に
改
善
が
必
要
だ
と
思
う
こ
と

に
つ
い
て
、
89
・
９
％
が
「
技

工
料
金
の
全
体
的
な
値
上
げ
」

を
挙
げ
て
お
り
、
歯
科
界
が
一

丸
と
な
っ
て
診
療
報
酬
の
大
幅

引
き
上
げ
を
要
求
す
る
こ
と
の

通
知
が
届
い
て
か
ら
で
は
手
遅
れ

   

新
規
個
別
指
導
か
ら

      

保
険
診
療
の
ル
ー
ル
ま
で
網
羅

都・医療機関物価高騰支援金支援金 概要公表

  支 援 金 ▶15万円（歯科診療所）
    申請開始▶12月下旬頃

重
要
性
が
示
唆
さ
れ
た
（
図
参

照
）。今回

の
調
査
結
果
は
協
会
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る

の
で
、
ぜ
ひ
、
ご
覧
い
た
だ
き

た
い
。
全
国
版
の
調
査
結
果

は
、
保
団
連
か
ら
来
年
２
月
頃

に
公
表
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

●経過措置
（オンライン資格確認導入の猶予類型）
（２） オンライン資格確認に接続可能な光回線のネッ
　　トワーク環境が整備されていない保険医療機関
（４） 改築工事中・臨時施設の保険医療機関
（６） その他特に困難な事情がある保険医療機関（年
　　齢やレセプト枚数、特に困難な事情がある場合
　　など）

表

歯科技工所アンケートで窮状明らかに

協
会
は
11
月
10
日
、
新
規
開

業
医
講
習
会
を
開
催
し
、
こ
れ

か
ら
新
規
個
別
指
導
を
受
け
る

開
業
医
や
新
規
開
業
を
予
定
し

て
い
る
勤
務
医
、
患
者
ト
ラ
ブ

ル
な
ど
に
備
え
る
た
め
、
改
め

て
保
険
請
求
や
カ
ル
テ
記
載
を

確
認
し
た
い
と
い
う
開
業

医
、
30
名
が
参
加
し
た
。

山
本
鐵
雄
副
会
長
は
挨
拶
の

中
で
、「
講
習
内
容
を
活
か
し
て

カ
ル
テ
の
記
載
を
行
い
、指
導

で
は
診
療
の
根
拠
を
し
っ
か
り

と
説
明
し
て
ほ
し
い
」と
強
調

し
た
。
講
師
陣
は
、
指
導
で
指

摘
さ
れ
や
す
い
項
目
を
中
心

に
、保
険
と
自
費
の
混
合
診
療

の
考
え
方
、歯
周
治
療
の
流

れ
、基
本
的
な
カ
ル
テ
記
載
の

要
件
を
中
心
に
説
明
し
た
。さ

ら
に
、日
常
の
請
求
で
覚
え
て

お
き
た
い
初
・
再
診
料
、歯
管

な
ど
の
医
学
管
理
料
、抜
歯
の

要
件
に
関
す
る
手
術
な
ど
の
保

険
点
数
の
ル
ー
ル
を
解
説
し

た
。参
加
者
か
ら
は「
見
落
と

し
て
い
た
こ
と
が
再
確
認
で
き

た
」「
明
日
か
ら
活
か
せ
る
」

な
ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。

新
規
個
別
指
導
を
控
え
て
い

る
会
員
は
、
指
導
通
知
が
届
い

て
か
ら
慌
て
る
こ
と
が
な
い
よ

う
に
、
来
年
３
月
開
催
の
新
規

開
業
医
講
習
会
へ
の
参
加
を
勧

め
る
。ま
た
、患
者
ト
ラ
ブ
ル
か

ら
カ
ル
テ
開
示
を
求
め
ら
れ
る

ケ
ー
ス
も
あ
る
。改
め
て
カ
ル

テ
記
載
や
保
険
診
療
の
ル
ー
ル

を
学
べ
る
講
習
会
の
た
め
、キ

ャ
リ
ア
の
有
無
に
か
か
わ
ら

ず
、不
安
を
覚
え
た
ら
、ぜ
ひ
本

講
習
会
を
利
用
い
た
だ
き
た
い
。

東京都支援金
ホームページ

解
除
が
で
き
な
い
の
は
問
題
が

あ
る
と
の
批
判
を
受
け
、
厚
生

労
働
省
が
解
除
で
き
る
よ
う

に
、
シ
ス
テ
ム
改
修
を
行
っ
た

も
の
。

解
除
申
請
は
、
各
保
険
者
で

行
う
。
国
民
健
康
保
険
の
場
合

は
区
市
町
村
、
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
の
場
合
は
東
京
都
後
期

高
齢
者
医
療
広
域
連
合
、
健
康

保
険
組
合
は
各
組
合
に
連
絡
す

る
。
協
会
け
ん
ぽ
は
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
（
０
５
７

０
―
０
１
５
―
３
６
９
）
に
電

話
で
問
い
合
わ
せ
を
す
る
。

手
続
き
は
、
窓
口
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
、
郵
送
で
行
え
る

が
、
保
険
者
ご
と
に
対
応
が
異

な
る
の
で
確
認
が
必
要
だ
。

ま
た
、
申
請
か
ら
手
続
き
完

了
ま
で
は
「
２
カ
月
以
上
の
期

間
を
要
す
る
場
合
が
あ
る
」

（
協
会
け
ん
ぽ
）
と
し
て
い

る
。
解
除
申
請
に
は
今
の
と
こ

ろ
期
限
は
な
く
、
12
月
２
日
㈪

以
降
も
受
け
付
け
る
こ
と
と
な

っ
て
い
る
。

解
除
に
あ
た
り
、申
請
者
が
有

効
な
健
康
保
険
証
、ま
た
は
資
格

確
認
書
を
持
っ
て
い
な
い
場
合

は
、資
格
確
認
書
の
交
付
を
新
た

に
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

な
お
、
登
録
解
除
を
行
う
こ

と
で
申
請
者
は
な
ん
ら
不
利
益

を
被
る
こ
と
は
な
い
。
ひ
も
付

け
を
行
っ
た
時
に
付
与
さ
れ
た

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
も
返
還
す
る

必
要
は
な
い
。

窓
口
で
患
者
か
ら
相
談
を
受

け
た
時
に
は
、
以
上
を
参
考
に

説
明
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

10
月
28
日
か
ら

マ
イ
ナ
保
険
証
の

利
用
登
録
解
除
、

つ
ま
り
「
ひ
も
付

け
」
の
解
除
が
で

き
る
こ
と
と
な
っ

た
。こ

れ
ま
で
マ
イ

ナ
保
険
証
は
、
一

度
利
用
登
録
す
る

と
ひ
も
付
け
解
除

が
で
き
な
い
仕
組

み
で
あ
っ
た
。
こ

れ
に
対
し
て
、
登

録
が
任
意
で
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず

保団連では患者さん向けのリー
フレットを作成しました。
注文は 03(3205)2999 まで

ひも付け解除申請始まるマイナマイナ
保険証保険証

◆
技
工
料
引
き
上
げ
へ

診
療
報
酬
の
大
幅
引
き
上
げ
を

●オンライン資格確認（資格確認限定型）とは？
健康保険証の資格情報のみを取得できる仕組み。専用
のマイナ資格確認アプリを事前に利用申請したパソ
コンやスマートフォン、タブレットにインストール
し、必要に応じて市販の汎用カードリーダーと組み合
わせることにより、マイナンバーカードを読み取って
オンライン資格確認を行うことが可能となる。



機
関
紙
11
月
号
に
つ
い
て
、

通
信
員
50
名
の
便
り
の
中
か

ら
抜
粋
し
て
紹
介
し
ま
す
。

通
信
員
便
り

通
信
員
便
り 

№№
14６14６14６14６

◆
10
月
27
日
の
衆
議
院
総
選
挙

結
果
の
評
価
、
お
よ
び
今
後
の

政
策
全
体
、
社
会
保
障
制
度
、

医
療
・
歯
科
医
療
、
診
療
報
酬

な
ど
へ
の
期
待
を
。

・
期
待
通
り
の
結
果
で
す
。
現

行
の
健
康
保
険
証
の
存
続
を

願
い
ま
す
。

・
結
果
は
み
ん
な
の
思
い
で
は

な
い
か
。
物
価
高
な
の
で
、

「
103
万
円
の
壁
」
を
考
え
て

ほ
し
い
。

・
政
治
の
混
乱
を
避
け
る
た

め
、
数
合
わ
せ
よ
り
も
与
野

党
の
協
力
に
よ
る
政
策
の
吟

味
に
期
待
し
た
い
。
無
理
と

は
思
い
ま
す
が
…
。

・
良
か
っ
た
。
政
界
再
編
へ
の

第
一
歩
で
す
。

・
こ
れ
か
ら
の
変
化
に
期
待
。

・
現
実
的
な
政
策
提
言
を
行
う

政
党
が
躍
進
し
た
こ
と
を
評

価
し
た
い
。

・
若
者
が
安
心
し
て
努
力
し
た

い
と
思
う
世
の
中
に
な
っ
て

ほ
し
い
。変
え
て
く
れ
る
こ
と

を
発
信
す
る
政
党
が
躍
進
し

た
の
で
、期
待
し
て
い
ま
す
。

・
国
会
で
の
論
戦
が
活
発
に
な

る
と
思
う
。
い
ろ
い
ろ
な
制

度
も
見
直
し
が
必
要
に
な
っ

て
く
る
。

・
健
康
保
険
証
の
行
方
は
ど
う

な
る
の
か
。
小
生
の
意
見
と

し
て
は
、
マ
イ
ナ
保
険
証
、

現
行
の
保
険
証
の
併
用
が
良

い
。

（ 4）第６５７号東 京 歯 科 保 険 医 新 聞 （毎月１回１日発行）２０２４年（令和６年）１２月１日 （第三種郵便物認可）

ホームページアドレス e-mailhttps:／／www.tokyo-sk.com／ info@tokyo-sk.com

　経済ジャーナリスト・荻原博子さんによる連載「マイナ保険証の〝失態〟を追う
～このまま見過すことはできません～」。運用開始以降、全国でトラブルが相次ぐ
〝マイナ保険証〟をテーマに、経済分野の専門家の視点からマイナンバーカード問
題の根幹にあるものや、その行く末についてご執筆いただく。今回は９回目。

いい
よ
い
よ
、「
健
康
保
険
証
」
の
新
規
発
行
が

終
了
す
る
12
月
２
日
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。

新
規
発
行
が
終
了
し
て
も
、
有
効
期
限
内
で

あ
れ
ば
最
長
１
年
は
保
険
証
が
使
え
る
こ
と
を

知
ら
な
い
人
は
多
い
。
中
に
は
、「
保
険
証
の

新
規
発
行
が
終
了
す
る
か
ら
、
急
い
で
『
マ
イ

ナ
保
険
証
』
を
作
ら
な
け
れ
ば
」
と
思
っ
て
い

る
人
も
い
る
よ
う
で
す
。

そ
う
い
う
人
に
は
、「
保
険
証
の
新
規
発
行

が
終
了
し
て
も
、
有
効
期
限
ま
で
は
手
持
ち
の

保
険
証
が
使
え
る
し
、
有
効
期
限
が
来
て
も
、

そ
の
前
に
資
格
確
認
書
と
い
う
保
険
証
代
わ
り

に
な
る
も
の
が
自
動
的
に
送
ら
れ
て
く
る
の

で
、
大
丈
夫
で
す
よ
」
と
教
え
て
あ
げ
る
と
、

マ
イ
ナ
保
険
証
を
持
っ
て
い
な
い
患
者
さ
ん
も

安
心
す
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

以
前
、
元
厚
生
労
働
大
臣
で
立
憲
民
主
党
の

長
妻
昭
代
表
代
行
と
話
し
て
い
た
時
、
保
険
証

も
資
格
確
認
書
も
同
じ
内
容
を
記
載
し
て
い
る

の
だ
か
ら
、
保
険
証
の
上
に
「
資
格
確
認
書
」

と
い
う
シ
ー
ル
を
貼
れ
ば
い
い
ん
じ
ゃ
な
い

か
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
時
は
「
ま
さ
か
」
と
思
っ
た
の
で
す

が
、
先
日
、手
違
い
で
流
出
し
た
神
奈
川
・
川

崎
市
の
「
資
格
確
認
書
」
を
見
る
と
、
名
前
だ

け
は
違
い
ま
す
が
、保
険
証
と
そ
っ
く
り
。た

ぶ
ん
、
こ
れ
を
送
ら
れ
た
人
は
、「
新
し
い
保
険

証
が
来
た
」と
し
か
思
わ
な
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

自
治
体
を
襲
う

「
マ
イ
ナ
保
険
証
の
２
０
２
５
年
問
題
」

国
は
、
マ
イ
ナ
保
険
証
を
持
た
な
い
人
に
は

資
格
確
認
書
を
、
マ
イ
ナ
保
険
証
を
持
っ
て
い

る
人
に
は
資
格
情
報
の
お
知
ら
せ
を
送
る
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。
た
だ
、
マ
イ
ナ
保
険
証
を
持

っ
て
い
る
か
否
か
は
、
機
械
的
に
は
判
断
で
き

ま
せ
ん
。

例
え
ば
、
マ
イ
ナ
保
険
証
を
返
納
し
た
人

は
、
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
は
な
い
け
れ
ど
登
録
解
除

を
し
て
い
な
い
ケ
ー
ス
が
多
い
。
な
ぜ
な
ら
、

多
く
の
人
が
登
録
解
除
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

の
は
10
月
28
日
か
ら
な
の
で
、
マ
イ
ナ
カ
ー
ド

は
返
納
し
た
け
れ
ど
登
録
は
そ
の
ま
ま
に
な
っ

て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
い
か
ら
で
す
。

ま
た
、
こ
れ
か
ら
は
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
の
電
子

証
明
書
の
有
効
期
限
切
れ
と
い
う
問
題
も
発
生

し
て
き
ま
す
。
保
団
連
（
全
国
保
険
医
団
体
連

第第９９回　期待したい「資格確認書」の全員配布回　期待したい「資格確認書」の全員配布
経済ジャーナリスト 荻原 博子

マイナ保険証のマイナ保険証の〝〝失態失態〟〟を追うを追う
～このまま見過すことはできません～

荻原 博子（おぎわら・ひろこ） ／経済ジャ
ーナリスト。家計に根ざした視点で経済を
語る。バブル崩壊直後からデフレの長期化
を予想し、現金に徹した資産防衛、家計運
営を提唱し続けている。新聞・経済誌など
に連載。新聞、雑誌等の連載やテレビのコ
メンテーターとしても活躍中。近書に「マイ
ナ保険証の罠」（文春新書）、「マイナンバー
カードの大問題」（宝島社新書）など。

profi le

合
会
）
の
調
べ
で
は
、
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
の
電
子

証
明
書
の
更
新
は
25
年
度
に
は
、
な
ん
と
23
年

度
の
約
12
倍
、
約
３
千
万
人
が
、
更
新
手
続
き

の
た
め
に
自
治
体
窓
口
に
押
し
寄
せ
る
。

た
だ
、
役
所
が
開
い
て
い
る
時
間
帯
に
働
い

て
い
る
人
た
ち
な
ど
も
多
く
、
実
際
に
は
更
新

し
な
い
ま
ま
無
保
険
状
態
に
な
る
人
も
か
な
り

出
て
く
る
で
し
ょ
う
。

「
資
格
確
認
書
」
を
全
員
に
送
れ
ば

  

多
く
の
ト
ラ
ブ
ル
を
防
げ
る

介
護
施
設
の
中
に
は
、「
マ
イ
ナ
保
険
証
は

預
か
ら
な
い
。
資
格
確
認
書
に
し
て
も
ら
っ
て

い
ま
す
」
と
い
う
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
な
ぜ

な
ら
、
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
だ
け
で
な
く
暗
証
番
号

も
預
か
ら
ね
ば
な
ら
ず
、
人
手
不
足
の
中
で

は
、
と
て
も
そ
ん
な
コ
ス
ト
を
か
け
て
カ
ー
ド

の
管
理
は
で
き
な
い
か
ら
。
介
護
業
界
で
は
余

裕
が
あ
る
事
業
者
が
少
な
い
だ
け
に
、
今
後
、

そ
う
し
た
施
設
は
増
え
て
い
く
で
し
ょ
う
。

い
ま
、「
マ
イ
ナ
保
険
証
使
わ
れ
な
い
理
由

は
コ
レ
」
と
い
う
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
動
画
が
バ

ズ
っ
て
い
ま
す
。
先
日
、
こ
れ
を
作
っ
て
自
ら

も
出
演
し
て
い
る
大
阪
府
守
口
市
の
北
原
医
院

連載連載

２
０
２
４
年
４
月
に
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
ニ
ュ
ー
ス
サ
イ
ト

に
「
数
千
本
の
ス
マ
ー
ト
歯

ブ
ラ
シ
が
乗
っ
取
ら
れ
、
Ｄ

Ｄ
ｏ
Ｓ
攻
撃
を
す
る
」
と
い

う
ニ
ュ
ー
ス
が
掲
載
さ

れ
、
あ
ち
こ
ち
に
転
載
さ
れ

話
題
に
な
り
ま
し
た
。

ながた ・ こうすけ

歯科専門にサイト制

作、運用、コンサル

ティングを行い歯科

関連サイトの運用は

常時120件を数える。

相談室

ITIT

永田 康祐
クレセル株式会社

◆
内
容
を
分
析
し
て
み
る

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
と

連
動
し
て
通
知
を
発
信
で
き
る

よ
う
な
高
機
能
な
ス
マ
ー
ト
歯

ブ
ラ
シ
は
、
乗
っ
取
ら
れ
る
危

険
性
が
あ
り
ま
す
。
現
在
で
は

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
ア
ク
セ
ス

で
き
る
家
電
や
事
務
機
器
は
多

数
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
機
器
の

乗
っ
取
り
は
一
つ
の
脅
威
と
し

て
認
識
さ
れ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
Ｄ
Ｄ
ｏ
Ｓ
攻
撃

と
い
う
の
は
、
あ
る
特
定
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
に
短
時
間
に

集
中
的
に
ア
ク
セ
ス
し
て
閲
覧

不
能
に
す
る
攻
撃
で
、
ラ
ン
サ

ム
ウ
エ
ア
な
ど
と
比
べ
る
と
古

典
的
と
呼
べ
る
脅
威
で
す
。

一
つ
の
発
信
元
か
ら
大
量
の

ア
ク
セ
ス
を
す
る
と
簡
単
に
対

策
を
講
じ
ら
れ
て
し
ま
う
の

で
、
数
多
く
の
端
末
（
今
回
は

ス
マ
ー
ト
歯
ブ
ラ
シ
）
を
乗
っ

取
っ
て
一
斉
に
攻
撃
し
ま
す
。

◆
情
報
感
度
と

冷
静
さ
の
両
立
が
必
要

結
局
こ
の
ニ
ュ
ー
ス
は
、
仮

定
だ
っ
た
は
ず
の
話
が
実
際
に

起
こ
っ
た
事
件
と
し
て
記
事
に

な
っ
た
誤
報
で
し
た
。
後
日
、

そ
の
よ
う
な
乗
っ
取
り
の
可
能

性
自
体
も
ほ
と
ん
ど
な
い
こ
と

が
判
明
。
多
く
の
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
専
門
家
が
こ
の
ニ
ュ
ー
ス
を

拡
散
し
、
広
ま
っ
た
も
の
の
、

正
体
が
わ
か
っ
て
か
ら
は
火
消

し
に
走
り
ま
し
た
。

こ
の
ニ
ュ
ー
ス
は
一
種
の
笑

い
話
で
済
み
ま
し
た
が
、
も
し

運
悪
く
、
も
っ
と
広
く
拡
散
し

て
い
た
ら
、
歯
科
の
イ
メ
ー
ジ

や
ス
マ
ー
ト
歯
ブ
ラ
シ
の
普
及

に
悪
影
響
が
あ
っ
た
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

情
報
感
度
と
冷
静
さ
を
両
立

す
る
こ
と
は
難
し
い
こ
と
で
す

が
、
ま
ず
は
経
過
を
観
察
す
る

余
裕
を
持
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

※
な
お
、
次
回
は
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ

の
ス
テ
マ
規
制
で
の
摘
発

事
例
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

「数千本のスマート歯ブラシが

　　　　　　　　　　　ネットを攻撃」 …

     というニュースから学べること

・
井
上
美
佐
医
師
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。
井

上
医
師
い
わ
く
「
な
ん
で
、
こ
ん
な
に
不
便
な

ん
や
ろ
。
医
療
現
場
は
ト
ラ
ブ
ル
だ
ら
け
」
と

お
っ
し
ゃ
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

保
険
証
さ
え
廃
止
し
な
け
れ
ば
、
こ
う
し
た

ト
ラ
ブ
ル
の
多
く
は
解
決
し
ま
す
。
百
歩
譲
っ

て
保
険
証
が
廃
止
さ
れ
た
と
し
て
も
、
す
べ
て

の
人
に
資
格
確
認
書
を
送
る
こ
と
で
多
く
の
ト

ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

立
憲
民
主
党
の
野
田
佳
彦
代
表
が
、
10
月
27

日
の
衆
院
選
の
開
票
特
番
「
Ｌ
ｉ
ｖ
ｅ
選
挙

サ
ン
デ
ー
超
速
報
Ｓ
Ｐ
」（
フ
ジ
テ
レ
ビ
）

で
、「
ま
ず
は
紙
の
保
険
証
を
使
え
る
よ
う
に

す
る
」
と
政
策
目
標
を
挙
げ
ま
し
た
。
そ
の
実

現
を
願
う
と
と
も
に
、
も
し
ダ
メ
で
も
、
せ
め

て
資
格
確
認
書
を
す
べ
て
の
人
に
送
っ
て
ほ
し

い
も
の
で
す
。

左は、川崎市の「被保険者証」。右は誤配送した「資格確認書」。デザイン
はまったく同じに見える。ともに10月7日の同市記者会見発表資料より

11
月
３
〜
４
日
、
沖
縄
県
那

覇
市
で
「
第
34
回
反
核
医
師
の

つ
ど
い
in
沖
縄
」
が
開
催
さ

れ
、
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
と
あ
わ

せ
て
約
210
名
が
参
加
。
協
会
か

ら
は
矢
野
正
明
理
事
が
出
席
し

た
。最

初
に
「
台
湾
有
事
と
日
本

の
選
択
」
の
テ
ー
マ
で
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
・
田
岡
俊
次
氏
が
記

念
講
演
を
行
い
、「
台
湾
人
の

80
％
は
現
状
維
持
を
望
ん
で
い

る
。
日
本
の
メ
デ
ィ
ア
報
道
ほ

ど
、
中
国
や
米
国
は
戦
争
を
望

ん
で
い
な
い
」
と
語
っ
た
。
そ

の
後
、
台
湾
の
楊
斯

（
ヤ
ン

ス
ー
パ
ン
）
氏
を
含
む
３
名
の

シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
が
、
台
湾
と
沖

縄
の
歴
史
と
現
状
を
報
告
し

た
。
２
日
目
は
、
沖
縄
国
際
大

学
の
前
泊
博
盛
教
授
が
「
沖
縄

基
地
内
の
核
兵
器
」
に
つ
い
て

講
演
。
１
９
５
８
年
の
第
２
次

台
湾
海
峡
危
機
で
「
米
国
側
は

核
の
先
制
使
用
で
台
湾
や
沖
縄

が
消
え
て
も
よ
い
つ
も
り
で
い

た
」
と
の
証
言
な
ど
米
軍
の
こ

れ
ま
で
の
動
向
を
紹
介
し
、
沖

縄
が
消
耗
品
の
よ
う
に
扱
わ
れ

て
い
る
現
状
を
説
明
し
た
。
最

後
に
、
沖
縄
各
地
で
基
地
反
対

活
動
を
し
て
い
る
４
つ
の
団
体

か
ら
報
告
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
矢
野
理
事
は
米
軍
基

地
な
ど
を
見
学
。
住
宅
地
の
中

心
に
オ
ス
プ
レ
イ
が
並
ぶ
普
天

間
基
地
は
、
ま
さ
に
ラ
ム
ズ
フ

ェ
ル
ド
米
国
防
長
官
（
当
時
）

が
い
う
「
世
界
一
危
険
な
飛
行

場
」
で
あ
っ
た
。
沖
縄
県
民
の

願
い
は
普
天
間
基
地
の
即
時
閉

鎖
で
あ
る
が
、
前
泊
教
授
に
よ

る
と
、
移
設
先
の
辺
野
古
の
埋

め
立
て
は
、
地
盤
が
軟
弱
な
た

め
米
軍
が
主
張
す
る
「
早
く
て

２
０
３
７
年
」
よ
り
も
移
設
時

期
が
伸
び
る
可
能
性
が
あ
る
と

の
こ
と
。「
つ
ど
い
」
の
ス
ロ

ー
ガ
ン
で
あ
る
「
核
も
基
地
も

い
ら
な
い　
命
（
ぬ
ら
）
ど
ぅ

宝
の
島
か
ら
東
ア
ジ
ア
そ
し
て

世
界
の
平
和
を
希
求
す
る
」
と

い
う
訴
え
と
広
が
り
が
、
今
こ

そ
大
切
だ
。

オスプレイが民家と並ぶ日常オスプレイが民家と並ぶ日常
台湾有事で高まる沖縄県民の不安にふれる台湾有事で高まる沖縄県民の不安にふれる

民家（写真手前）のそばにオスプレイが並ぶ民家（写真手前）のそばにオスプレイが並ぶ
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今
秋
、
各
種
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
短
い
期
間
で
複
数
行

い
、
お
忙
し
い
中
、
ご
回
答
い

た
だ
い
た
先
生
に
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

ご
質
問
の
「
歯
科
会
員
ア
ン

ケ
ー
ト
」
で
す
が
、
こ
ち
ら
は

保
団
連
（
全
国
保
険
医
団
体
連

合
会
）
が
行
っ
た
全
国
調
査

で
、
当
会
会
員
に
対
し
て
も
、

全
国
調
査
と
同
一
の
内
容
で
回

答
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
11
月

1
日
か
ら
の
短
期
間
で
し
た

が
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
な
ら
び
に
Ｗ
Ｅ
Ｂ

フ
ォ
ー
ム
で
ご
対
応
い
た
だ
い

た
会
員
の
先
生
方
に
感
謝
い
た

し
ま
す
。

な
お
、５
年
に
一
度
、
当
会

独
自
で
行
っ
て
い
る「
会
員
の

意
識
と
実
態
調
査
」は
、10
月
1

日
か
ら
回
答
を
お
願
い
し
、
返

信
率
は
過
去
最
多
と
な
り
ま
し

た
。
ご
協
力
い
た
だ
い
た
先
生

方
に
重
ね
て
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。結
果
は
現
在
集
計
中
で
、過

去
の
デ
ー
タ
と
の
比
較
、各
項

目
の
推
移
や
統
計
解
析
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。
近
日
中
に
報

告
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
の

で
、
少
々
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

先
月
行
わ
れ
た
「
歯
科
会
員

ア
ン
ケ
ー
ト
」
に
つ
い
て
。

全
国
調
査
の
結
果
は
、
現

在
、
当
会
会
員
回
答
分
を
含
め

集
計
中
で
す
が
、
11
月
12
日
ま

で
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
フ
ォ
ー
ム
で
の
回

答
（
回
答
数
82
）
の
う
ち
、
速

報
と
し
て
参
考
に
な
る
項
目
を

抜
粋
し
て
報
告
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

「
歯
科
会
員
ア
ン
ケ
ー

ト
」
の
結
果
は
。

表
１
に
施
設
基
準
の
届
出

数
、
届
出
率
を
示
し
ま
す
。
9

月
の
時
点
で
の
東
京
都
の
デ
ー

タ
で
は
、
外
安
全
1
が
52
・
４

％
、
外
感
染
１
が
63
・
４
％
、

口
管
強
が
31
・
３
％
、
光
学
印

象
が
12
・
２
％
、
ベ
ー
ス
ア
ッ

プ
評
価
料
１
は
26
・
５
％
で
し

た
か
ら
、
今
回
の
回
答
に
よ
る

届
出
率
は
明
ら
か
に
す
べ
て
高

い
値
で
し
た
。
当
会
か
ら
会
員

に
向
け
た
情
報
発
信
が
影
響
し

た
可
能
性
が
あ
り
、
こ
の
結
果

を
評
価
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

歯
科
医
師
、
事
務
職
員
、
院

外
歯
科
技
工
士
を
除
く
、
医
療

ス
タ
ッ
フ
の
賃
上
げ
対
応
と
し

て
、
新
設
さ
れ
た
ベ
ー
ス
ア
ッ

プ
評
価
料
の
評
価
を
表
２
に
示

し
ま
す
。「
評
価
し
な
い
」
と

の
回
答
が
半
数
の
50
・
０
％
で

し
た
。

次
に
、「
本
来
の
診
療
報
酬

改
定
の
意
義
が
発
揮
で
き
る
よ

う
、
初
・
再
診
料
の
引
き
上
げ

や
医
療
行
為
の
評
価
を
中
心
と

し
た
再
改
定
を
求
め
ま
す

か
」
と
い
う
設
問
の
結
果
を
表

 教えて！ 教えて！

 会長!!  Vol. 会長!!  Vol.8989

「
２
０
２
４
年
度
診
療
報
酬
に
係
る

　

歯
科
会
員
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
に
つ
い
て

現場で役に立つ“本作り”
を目指しています。

〒108-0073 東京都港区三田 3-4-6-801
☎ 03-3798-1778 FAX03-3798-8505お求めは

2024 年 6 月
改正に対応。
保険点数の
ルールブック
A5判
2,530 円（税込）

カルテの手引き 歯科アシスタント
MY BOOK

新人スタッフ
の教育に
スタッフの
再教育に
A5判
1,650 円（税込）

歯科医療事務
症例と解説

初期カリエスか
ら有床義歯まで、
解説付き（カル
テ問題集）です。
B5判
2,750 円（税込）

協
会
活
動
日
誌  

２
０
２
４
年
11
月

  1 金 第８回総務会議
  2 土 イイハデー街頭宣伝
  5 火 第８回広報・ホームページ
　　  部会
  6 水 第７回経営管理部会
  7 木 マイナ保険証の押し付け
　　  反対保険証を残せ11・7大
　　  集会
  8 金 第４回メディア懇談会、第
　　  ７回共済部会
10 日 新規開業医講習会
12 火 内部監査、休保審査会
　　  （医科）
13 水 国会要請行動、外部監査、
　　  第７回財政部会

14 木 第12回理事会
19 火 第６回社保・学術部会
20 水 第３回施設基準のための講
　　  習会～口管強追加研修～
21 木 会員無料相談デー
23 土 休保審査会（全国）
25 月 第３回医科歯科連携会議
27 水 第７回組織部会、「保険でよ
　　  い歯を」東京連絡会世話人
　　  会
28 木 経営管理研究会、国会内集
　　  会、オンライン資格確認義
　　  務不存在確認等請求訴訟一
　　  審判決・原告説明会

２０１９年は私が記憶するだけでもアナフィラキシーショ
ック、低血圧症、血管迷走神経反射、過換気症候群を立て
続けに経験する年となりました。それまで血管迷走神経反
射は１例/年の経験があるかどうか、アナフィラキシーショ
ックは過去10年間を通して１例も経験がなかったにもかか
わらずです。偶発症や合併症は「いつ」「どんな時」に遭遇
するか歯科麻酔科医でもわからないものです。そこで今回、
患者さんに「安全で快適な歯科医療」を提供する上で大切なチェアサイド
で考えるべき３つのポイントについてお伝えさせていただきます。

日　時　２０２５年２月27日（木）午後７時～９時
講　師　雨宮 啓 氏（藤沢歯科）
会　場　東京歯科保険医協会 会議室・Web（10面＊１、＊３参照）
定　員　会場20名・Web500名
対　象　会員・会員の医療機関に勤務のスタッフ
参加費　無料
予　約　右のＱＲからお申し込みください。
担　当　経営管理部

医療安全講習会医療安全講習会

「歯科医師と歯科衛生士とで学ぶ臨床歯科麻酔学」「歯科医師と歯科衛生士とで学ぶ臨床歯科麻酔学」
－全身疾患やストレスによるリスクを回避する－全身疾患やストレスによるリスクを回避する３３つのポイントつのポイント－－

予約フォーム

11
月
14
日
㈭
、
午
後
７
時
00

分
〜
９
時
40
分
。
会
長
、
副
会

長
５
名
、
理
事
15
名
、
監
事
２

名
、
事
務
局
11
名
の
出
席
。

【
情
勢
報
告
】　
現
行
の
健
康

保
険
証
の
廃
止
（
新
規
発
行
停

止
）
を
延
期
す
る
た
め
の
「
保

険
証
廃
止
延
期
法
案
」（
保
険

証
併
用
法
案
）
が
衆
議
院
に
再

提
出
さ
れ
た
こ
と
、「
保
険
医

療
機
関
及
び
保
険
医
療
養
担
当

規
則
等
の
改
正
」
が
11
月
13
日

の
中
医
協
で
諮
問
、
答
申
さ
れ

た
こ
と
の
報
告
を
確
認
。

【
各
部
活
動
報
告
と
提
案
事

項
】　「
会
員
の
意
識
と
実
態
調

査
」
の
集
約
状
況
、
健
康
保
険

証
の
存
続
を
求
め
る
運
動
な
ど

に
つ
い
て
確
認
。
ま
た
、
衆
議

院
選
挙
結
果
を
踏
ま
え
、
坪
田

有
史
会
長
、
早
坂

美
都
副
会
長
が
議

員
の
表
敬
訪
問
を

行
っ
た
こ
と
の
報

告
を
確
認
。「
２
０
２
４
年
度

診
療
報
酬
改
定
に
と
も
な
う
歯

科
会
員
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
の

返
信
状
況
を
確
認
。

【
中
間
監
査
】　
一
般
会
計
お

よ
び
共
済
会
計
の
中
間
決
算
報

告
、
会
務
執
行
の
監
査
報
告
を

確
認
。

【
保
団
連
会
議
関
連
】　
第
10

回
・
第
11
回
保
団
連
理
事
会

（
10
月
13
日
、
11
月
10
日
）、

保
団
連
歯
科
全
国
交
流
集
会

（
10
月
27
日
）
な
ど
の
報
告
を

確
認
。

【
機
関
紙
の
企
画
】　
12
月
１

日
号
、
１
月
１
日
号
の
企
画
案

を
確
認
。

【
組
織
の
現
勢
】　
11
月
１
日

付
け
会
員
数
６
千
38
名
（
入
会

19
名
、
退
会
19
名
）。

2024年度
第12回
理事会

３
に
示
し
ま
す
。
92
・
７
％
が

「
再
改
定
を
求
め
る
」
と
の
回

答
で
し
た
。
今
次
診
療
報
酬
改

定
で
の
全
体
の
評
価
に
つ
い
て

の
回
答
（
表
４
）
は
、「
ど
ち

ら
か
と
い
え
ば
悪
か
っ
た
」
と

「
悪
か
っ
た
」を
合
わ
せ
る

と
、
68
・
３
％
が「
評
価
し
て

い
な
い
」
と
の
回
答
で
し
た
。

こ
れ
ら
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
回
答
の
み

で
、
母
数
が
多
い
と
は
い
え
な

い
段
階
で
す
が
、
総
じ
て
今
次

こ
れ
か
ら
始
め
る

「
不
安
が
解
消
で
き
た
！
」

歯
科
訪
問
診
療
講
習
会

　
協
会
は
10
月
28
日
、「
こ
れ

か
ら
始
め
る
歯
科
訪
問
診
療
講

習
会
―
保
険
請
求
の
基
礎

―
」
を
協
会
会
議
室
（
Ｚ
ｏ
ｏ

ｍ
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
併
用
）
で
開
催

し
た
。
講
師
は
、
昨
年
度
に
引

き
続
き
池
川
裕
子
理
事
が
務

め
、
会
員
93
名
が
参
加
し
た
。

歯
科
訪
問
診
療
未
経
験
の
会
員

か
ら
多
く
寄
せ
ら
れ
る
「
何
か

ら
始
め
た
ら
良
い
の
か
わ
か
ら

な
い
」「
訪
問
診
療
に
伴
う
保

険
請
求
を
知
り
た
い
」
な
ど
の

疑
問
に
応
え
る
べ
く
、
居
宅
へ
の

　

歯
科
会
員
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
に
つ
い
て

　

歯
科
会
員
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
に
つ
い
て

　

歯
科
会
員
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
に
つ
い
て

速報！速報！

施設基準名 届出数 届出率
医療情報取得加算 37 45.1%
医療DX加算 25 30.5%
外安全１ 43 52.4%
外感染１ 52 63.4%
外感染２ 10 12.2%
口管強 26 31.3%
歯援診 15 18.3%
歯科技工士連携加算 11 13.4%
光学印象 10 12.2%
ベースアップ評価料 22 26.5%

（表１）

回答 回答数 割合
評価する 8 9.8%
評価しない 41 50.0%
どちらともいえない 33 40.2%

（表２）

診
療
報
酬
改
定
に
対
し
て
、
評

価
し
て
い
な
い
会
員
が
多
い
と

の
傾
向
が
う
か
が
え
ま
す
。
今

後
、集
計
が
終
わ
り
ま
し
た
ら
、

全
国
な
ら
び
に
当
会
会
員
に
限

っ
た
結
果
を
本
紙
や
当
会
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
報
告
し
ま
す
。

東
京
都
の
中
で
の
当
会
会

員
、
あ
る
い
は
全
国
か
ら
み
た

当
会
会
員
、
そ
し
て
他
協
会
会

員
の
傾
向
な
ど
が
わ
か
る
ア
ン

ケ
ー
ト
は
、
会
員
各
位
に
と
っ

て
有
益
な
情
報
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
を
持

参
し
て
、
国
会
議
員
、
厚
生
労

働
省
に
意
見
や
要
望
を
行
い
ま

す
。
今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
す
る
機
会
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
際
は
、
何
卒
ご

協
力
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

東
京
歯
科
保
険
医
協
会

会
長
　
坪
田
有
史

回答 回答数 割合
求める 76 92.7%
求めない 1 1.2%
わからない 5 6.1%

（表３）

回答 回答数 割合
良かった 1 1.2%
どちらかといえば良かった 25 30.5%
どちらかといえば悪かった 39 47.6%
悪かった 17 20.7%

（表４）

訪
問
診
療

を
想
定
し

た
内
容
で

解
説
。
講

師
が
実
際

に
使
用
し

て
い
る
切

削
器
具
や

歯
科
訪
問

診
療
に
か
か
わ
る
施
設
基
準
の

紹
介
、
歯
科
訪
問
診
療
を
行
う

上
で
必
要
な
医
療
保
険
と
介
護

保
険
の
請
求
を
症
例
を
用
い
な

が
ら
説
明
し
た
。
さ
ら
に
12
月

２
日
以
降
、
健
康
保
険
証
の
発

行
が
終
了
さ
れ
た
場
合
の
訪
問

診
療
時
に
お
け
る
資
格
確
認
方

法
も
解
説
し
た
。

　
終
了
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は

「
訪
問
の
依
頼
が
あ
り
不
安
だ

っ
た
が
、
歯
科
訪
問
診
療
の
基

礎
が
よ
く
理
解
で
き
た
の
で
今

後
の
診
療
に
活
用
し
た
い
」
と

の
声
が
寄
せ
ら
れ
、
こ
れ
か
ら

歯
科
訪
問
診
療
を
始
め
よ
う
と

し
て
い
る
先
生
に
と
っ
て
、
実

践
的
で
役
に
立
つ
内
容
で
あ
っ

た
こ
と
が
う
か
が
え
た
。

　
な
お
、
本
講
習
会
の
短
縮
版

を
デ
ン
タ
ル
ブ
ッ
ク
内
で
オ
ン

デ
マ
ン
ド
配
信
中
。

（ 5） 第６５７号 ２０２４年（令和６年）１２月１日東 京 歯 科 保 険 医 新 聞（毎月１回１日発行） （第三種郵便物認可）

保険診療の請求事務、返戻・減点、指導、経営・税務、共済制度などについてのご相談はお気軽に協会まで。☎03（3205）2999　℻03（3209）9918



「保険でよい歯を」東京連絡会総会記念講演「保険でよい歯を」東京連絡会総会記念講演

テーマ「健康保険証存続について 現状と展望」テーマ「健康保険証存続について 現状と展望」
12月２日以降、健康保険証の新規発行が停止され、マイナ保険証への一本化が進めら

れようとしています。しかし、マイナ保険証の管理が困難な方々を置き去りにするなど
の問題点を抱えています。また、医療機関では未だマイナ保険証のトラブルが絶えませ
ん。健康保険証を廃止するのではなく並行して使えるように存続を求める声も多い
中、マイナ保険証への一本化の問題点や現行の健康保険証の存続について保団連（全国
保険医団体連合会）の岩根正和氏をお招きして、今後の展望をお話ししていただきます。

日　時　12月７日（土）午後１時～２時30分
講　師　岩根 正和 氏（全国保険医団体連合会事務局 次長）
会　場　東京歯科保険医協会 会議室・Web併用（＊１、３）
定　員　会場20名、Web500名
対　象　どなたでもご参加いただけます。
参加費　無料
予　約　右のQRからお申し込みください。
担　当　協会「保険でよい歯を」東京連絡会担当

予約フォーム

　歯科診療報酬点数表の初診料の注１に規定する施設基準（歯初診）、お
よび歯科外来診療感染対策加算１（外感染１）の施設基準に対応した「院
内感染防止対策講習会」を開催します。

日　時　 12月18日（水）午後１時～２時10分
講　師　濱﨑 啓吾 氏（院内感染防止対策委員会 委員長）
会　場　Web開催　（＊３）
定　員　500名
対　象　会員
参加費　１，０００円
修了証　講演後の確認テストで合格した方に発行し、
　　　　メールでお送りします。
予　約　右のＱＲからお申し込みください。
　　　　お申し込みには、デンタルブックへのご登録
　　　　（会員無料）が必要です。参加希望の方は、
　　　　デンタルブックのトップ画面（マイページ）
　　　　からご予約ください。参加費の決済方法は、
　　　　申し込み受付後にメールでご案内いたします。
担　当　社保・学術部

デンタルブック
登録・ログインページ

第 ７ 回院内感染防止対策講習会
★４年に一度の受講が必須必須

第第４４回回施設基準のための講習会講習会
　この講習会は、以下に掲げる施設基準の「研修要件」を満たすための講習
会です。新規に施設基準を届け出る医療機関を対象とします。
　医療法で定められている年２回の医療安全講習会にも対応しています。
● 歯初診（歯科点数表の初診料の注１に係る施設基準）
● 外安全１（歯科外来診療医療安全対策加算１）
● 外感染２（歯科外来診療感染対策加算２）
● 歯援診１・２（在宅療養支援歯科診療所１・在宅療養支援歯科診療所２）
● 口管強（小児口腔機能管理料の注３に規定する口腔管理体制強化加算）
【注意】
２０２４年度診療報酬改定により、「か強診」が「口管強」に再編されま

した。「口管強」に追加された研修のみ受講を希望する会員は、右記の第５
回または第６回施設基準のための講習会にご参加ください。

日　時　12月15日（日）
①歯初診、外安全１、外感染２、歯援診、口管強コース…午後１時～６時30分
②歯初診、外安全１、外感染２　　　　　　　　　　　…午後４時～６時30分

講　師
・繁田 雅弘 氏（東京慈恵会医科大学精神医学講座 名誉教授）
・ 坂下 英明 氏（明海大学 名誉教授／朝日大学 客員教授／我孫子聖仁会
　　　　　　　  病院 口腔外科センター長）
・馬場 安彦 氏（東京歯科保険医協会 副会長）
・森元 主税 氏（東京歯科保険医協会 理事）
会　場　ワイム貸会議室高田馬場３F（＊２）
定　員　100名（定員になり次第、受付終了となります）
対　象　会員
参加費　①のコース(５種類)　８，０００円(修了証代込)
　　　　②のコース(３種類)　５，０００円(修了証代込)
予　約　右のＱＲからお申し込みください。
担　当　社保・学術部
※　次回開催は２０２５年３月16日（日）の予定です。

予約フォーム

＊1　東京歯科保険医協会：新宿区高田馬場１－29－８ いちご高田馬場ビル６階　
交　通　ＪＲ山手線・西武新宿線「高田馬場駅」（戸山口）より徒歩３分
 　　　　東京メトロ東西線「高田馬場駅」（３番出口）より徒歩５分

＊2　ワイム貸会議室高田馬場：新宿区高田馬場１－29－９ ＴＤビル （交通は上記「＊1」と同じ）
＊3　Web開催・配信はZoomウェビナーを使用します。
＊4　東京保険医協会セミナールーム：東京都新宿区西新宿3-2-7 KDX新宿ビル4F 

交　通　JR線「新宿駅」（南口）より徒歩9分 詳しくは左QRにて。

研究会・行事ご案内研究会・行事ご案内

施設基準のための講習会施設基準のための講習会
歯初診・外安全１・外感染２・歯援診・口管強を新たに届け出る方歯初診・外安全１・外感染２・歯援診・口管強を新たに届け出る方

口管強（旧 か強診）の追加研修を受けたい方口管強（旧 か強診）の追加研修を受けたい方

歯初診のみ講習を受けたい方、更新のための講習を受けたい方歯初診のみ講習を受けたい方、更新のための講習を受けたい方

第第４４回回施設基準のための施設基準のための講習会講習会

第第５・６５・６回施設基準のための講習会回施設基準のための講習会

第第７７回回院内院内感染防止対策講習会感染防止対策講習会

デンタルブック
登録・ログインページ

２０２４年３月末時点で「か強診」を届け出ていた医療機関は経過措置
として２０２５年５月末まで 「口管強」の要件を満たしているとみなされま
す。
２０２５年６月１日以降も引き続き「口管強」に関する点数を算定する

場合は、本講習会の研修を受講の上、他の施設基準の要件を満たした上で
２０２５年末までに、改めて施設基準の届出を行う必要があります。

日　時　第５回　２０２５年１月30日（木）午後１時～２時10分
　　　　第６回　２０２５年２月19日（水）午後１時～２時10分
講　師　繁田 雅弘 氏（東京慈恵会医科大学精神医学講座 名誉教授）
　　　　馬場 安彦 氏（東京歯科保険医協会 副会長） 
内　容　「エナメル質初期う蝕管理、根面う蝕管理」
　　　　　および「小児の心身の特性」
会　場　Web開催　（＊３）
定　員　500名
対　象　会員
参加費　１，０００円
修了証　講演後の確認テストで合格した方に発行し、メールでお送りします。
予　約　参加希望の方は、右上のＱＲまたはデンタルブックのトップ画面
　　　　（マイページ）からご予約ください。参加費の決済方法は、申し込
　　　　み受付後にメールでご案内いたします。
　　　　お申し込みには、デンタルブックへのご登録（会員無料）が必要です。
担　当　社保・学術部

（口管強追加研修）５月末までに受講必須必須

第第５・６５・６回回施設基準のための講習会講習会

デンタルブック
登録・ログインページ

映画上映会のご案内
　東京保険医協会では、ＡＬＳ患者と支援者について
描いた映画「杳

はる
かなる」の上映会を開催します。

　東京歯科保険医協会の会
員の先生方をご招待いただ
けることになりました。
　ご希望の方は、下記QRよ
りお申し込みください。
日　時　12月15日（日）
　　　　開場：午後１時30分
　　　　開演：午後２時
会　場　東京保険医協会　
　　　　セミナールーム（＊４）
参加費　無料
詳細・申し込みは、
右QRから
主　催　映画「杳かなる」上映委員会　共　催　東京保険医協会 研究部

残  席残  席

わずか
わずか

予約フォーム

　医科では、２０２４年度診療報酬改定での生活習慣病に係る疾患管理の見直しにより、
特定疾患療養管理料が生活習慣病管理料に変更となり、受診勧奨の項目に歯科への受診を
促すことが明記されました。より一層の医科歯科連携が求められます。
　そこで、当協会、東京保険医協会および千葉県保険医協会の３協会主催で、認知症、歯
周病の最新情報や医科歯科連携の現状をテーマに研究会を開催します。ぜひご参加ください。
日　時　２０２５年２月２日（日）午後２時～４時30分
講　師　医科：栗林 伸一 氏 （医療法人社団 三咲内科クリニック理事長）
　　　　歯科：山本 龍生 氏（神奈川歯科大学 副学長・
                                               歯学部社会歯科学系社会歯科学講座 口腔衛生学分野教授）
会　場　東京保険医協会セミナールーム（＊４）web併用
定　員　会場30名・Web500名
対　象　会員・未入会員
参加費　無料
予　約　右のＱＲからお申し込みください。    担　当　医科歯科連携担当

テーマ「糖尿病診療・歯周病対策の最前線」テーマ「糖尿病診療・歯周病対策の最前線」

医科歯科連携研究会医科歯科連携研究会

（ 6）第６５７号東 京 歯 科 保 険 医 新 聞 （毎月１回１日発行）２０２４年（令和６年）１２月１日 （第三種郵便物認可）

ホームページアドレス e-mailhttps:／／www.tokyo-sk.com／ info@tokyo-sk.com



 

  

協会の顧問弁護士と顧問税理士が回答いたします。 

（相続、賃借契約のトラブル、記帳や仕分け方法など何でもご相談ください） 
 

日日  時時：：１２月１９日（木） 午後 2 時～5 時 

定定  員員：：６名（各３名。相談時間は 1 人 1 時間以内） 

場場  所所：：東京歯科保険医協会 会議室 

要要予予約約：：03－3205－2999（担当：経営管理部） 

※予約は、受付順とさせていただきます。 

 

無料相談
 

 

トトララブブルル対対策策はは早早めめのの対対応応ががポポイインントト  

 
法法律律相相談談、、経経営営＆＆税税務務相相談談  

 

ＱＱ１１　年末調整は、使用者が必ず行わないとい　年末調整は、使用者が必ず行わないとい
けないのか。また、年末調整の対象者のけないのか。また、年末調整の対象者の
範囲を教えてほしい。範囲を教えてほしい。

オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
を
見
過
ご
さ
な
い

オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
を
見
過
ご
さ
な
い

第
１
回
学
術
研
究
会
を
開
催

協
会
は
10
月
23
日
、
第
１
回

学
術
研
究
会
を
協
会
会
議
室

（
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
併

用
）
で
開
催
し
た
。「
今
な
ぜ

オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
（
オ
ラ

フ
）
を
学
ぶ
の
か
？
」
を
テ
ー

マ
に
、
松
島
良
次
理
事
が
講
師

を
務
め
、
会
場
８
名
を
含
む
146

名
が
参
加
し
た
。

オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
は
、

滑
舌
の
低
下
、
食
事
中
の
む

せ
、
噛
め
な
い
食
品
の
増
加

な
ど
、
と
か
く
見
過
ご
し
や

す
い
口
腔
の
機
能
障
害
が
徐

々
に
進
み
つ
つ
あ
る
状
況
を

指
す
。

講
演
で
は
、
口
腔
機
能
低
下

症
の
診
断
を
す
る
こ
と
は
、
客

観
的
な
検
査
を
通
じ
て
患
者
に

機
能
低
下
を
自
覚
し
て
も
ら
う

こ
と
で
、
機
能
回
復
の
た
め
の

訓
練
に
向
け
た
入
口
に
な
る
と

説
明
し
、
歯
科
医
療
従
事
者
が

オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
を
学
ぶ
必

要
性
を
伝
え
た
。

◆
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
は

　

「健
康
寿
命
の
延
伸
」
に
直
結

ま
た
、
診
療
中
に
全
身
状
態

の
把
握
の
た
め
の
会
話
か

ら
、
フ
レ
イ
ル
の
兆
候
を
感
じ

た
際
は
、
質
問
票
な
ど
を
活
用

し
て
口
腔
機
能
低
下
症
の
診
断

に
必
要
な
検
査
と
訓
練
に
導
く

こ
と
が
歯
科
医
師
の
責
務
で
あ

る
と
説
明
し
た
。

さ
ら
に
、
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ

ル
の
進
行
を
少
し
で
も
遅
ら
せ

る
こ
と
は
、
誰
も
が
望
む
「
健

康
寿
命
の
延
伸
」
に
つ
な
が
る

と
強
調
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、「
実
践
的

な
話
で
明
日
か
ら
の
臨
床
に

活
用
し
た
い
」「
検
査
方
法
や

訓
練
な
ど
具
体
的
で
分
か
り

や
す
い
」
な
ど
の
感
想
が
寄

せ
ら
れ
た
。

第１回学術研究会の会場の模様。現在デンタ
ルブック内でオンデマンド配信中。

松島良次 理事

（ 7） 第６５７号 ２０２４年（令和６年）１２月１日東 京 歯 科 保 険 医 新 聞（毎月１回１日発行） （第三種郵便物認可）

保険診療の請求事務、返戻・減点、指導、経営・税務、共済制度などについてのご相談はお気軽に協会まで。☎03（3205）2999　℻03（3209）9918

秋
の
募
集
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
で
、
月
払
に
ご
加
入
い
た
だ

い
た
先
生
は
、
12
月
25
日
㈬
よ
り
指
定
口
座
か
ら
掛
金
を
振
替
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
月
払
を
増
口
い
た
だ
い
た
先
生

も
、
12
月
25
日
㈬
の
振
替
よ
り
増
口
分
を
加
算
し
た
額
と
な
り
ま

す
。

　
一
時
払
を
お
申
込
み
い
た
だ
い
た
先
生
に
は
、
11
月
末
頃
に
振

込
案
内
を
送
付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
つ
き
ま
し
て
は
、
12

月
13
日
㈮
ま
で
に
お
振
り
込
み
く
だ
さ
い
。
お
振
り
込
み
い
た
だ

け
な
い
場
合
は
、
加
入
不
成
立
と
な
り
ま
す
。

Ⅱ

グ
ル
ー
プ
生
命
保
険

  

自
動
継
続
の
お
知
ら
せ

12
月
1
日
に
、
現
在
ご
加
入
中
の
先
生
方
の
う
ち
、
事
前
に
お

申
し
出
の
な
か
っ
た
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
自
動
的
に
契
約
を
更

新
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
掛
金
ラ
ン
ク
や
保
険
金
額
に
変
更

が
あ
る
場
合
は
、
９
月
末
頃
に
通
知
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
保
険
金
額
の
増
額
や
、
新
規
加
入
を
ご
検
討
で
し
た
ら
共
済

部
（
☎
03
―
３
２
０
５
―
２
９
９
９
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

Ⅲ

生
命
保
険
料
控
除
証
明
書

  

の
送
付
に
つ
い
て

  

「
保
険
医
年
金
」
に
つ
い
て
は
、
10
月
末
に
送
付
し
ま
し
た
積

立
金
通
知
書
に
添
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

  

「
グ
ル
ー
プ
生
命
保
険
」
に
つ
い
て
は
、
送
付
希
望
の
お
申
し

出
を
い
た
だ
き
ま
し
た
先
生
に
、
11
月
末
頃
に
送
付
い
た
し
ま
し

た
。
な
お
、
一
度
お
申
し
出
の
あ
り
ま
し
た
先
生
は
、
翌
年
以
降

も
自
動
的
に
送
付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

  

「
保
険
医
休
業
保
障
共
済
保
険
」
は
税
法
上
、
生
命
保
険
契
約

で
は
な
い
た
め
、
生
命
保
険
料
控
除
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

  

「
第
２
休
業
保
障
制
度
」
は
株
式
会
社
ア
サ
カ
ワ
保
険
事
務
所

か
ら
10
月
末
頃
に
送
付
い
た
し
ま
し
た
。

Ⅰ

保
険
医
年
金
月
払
初
回
振
替
日
と

一
時
払
締
切
の
ご
案
内

Ａ１　年末調整を行うことは、使用者にとっての
義務です。従業員の人数にかかわらず、対象者に
ついては必ず行わなければなりません。年末調整
の対象者は、「給与所得者の扶養控除等（異動）
申告書」を提出している人（※実際には、多くは
年末調整時に合わせて提出）のうち、次のいずれ
かに該当する人です。
⑴１年を通じて勤務している人
⑵年の中途で就職し、年末まで勤務している人
⑶年の中途で退職した人のうち、次の人
　①死亡により退職した人
　②著しい心身の障害のため退職した人で、その
　　退職の時期からみて、本年中に再就職ができ
　　ないと見込まれる人
　③12月中に支給期の到来する給与の支払を受け　
　　た後に退職した人
　④いわゆるパートタイマーとして働いている人
　　などが退職した場合で、本年中に支払を受け
　　る給与の総額が103万円以下である人（退職
　　後、本年中に他の勤務先等から給与の支払を
　　受けると見込まれる場合を除く）

年末調整
～注意したい２０２４年の変更点～

経営・税務相談Ｑ＆Ａ

No.423

ＱＱ２２　例年と比べ、どのような変更点、注意点   例年と比べ、どのような変更点、注意点   
　　　があるか。　　　があるか。
Ａ２　一番の注意点は、定額減税の実施です。年
調減税（年末調整時点の定額減税）の額を算出
し、年間の所得税額の計算を行う必要がありま
す。
　まずは、年調減税事務をする対象者を確認しま
す。年末調整の対象者と同様です。ただし、給与
所得以外の所得の合計が1,805万円を超える人、
給与収入のみで2,000万円を超える人は、年末調
整ではなく確定申告が必要となりますので注意し
てください。
　次に、年調減税額の計算を行います。年調減税
額は、同一生計配偶者および扶養親族が一人につ
き、30,000円が控除されます。
　次に年調所得控除額の計算を行います。年調所
得税額は、年末調整によって計算される所得税額
を指しています。住宅ローン控除を受けている場
合は控除後の金額を年調所得税額とします。年調
所得税額を計算する際は、国税庁の「令和６年源
泉徴収簿」を活用してください。

　経営管理部では、会員の皆さんからの経
営に関する相談や税務、法律、医療安全な
どに関する相談に電話でお答えしていま
す。何かお困りのことがあれば、まずは協
会にご相談ください（電話：03－3205－
2999）。今回は、年末調整に関するQ&Aを
ご紹介します。

Ａ３　その他は以下の通りです。
①「給与所得者の扶養控除等申告書」が簡略化

　②「給与所得者の保険料控除申告書」が簡略化
　　まず①については、具体的には、前年に申告

ＱＱ３３　その他の変更点、注意点には、どのよう　その他の変更点、注意点には、どのよう
なものがあるか。なものがあるか。

　最後に、年調減税額の控除をします。年調減税
額の控除を行う際は、年調所得税額から年調減税
額を控除します。さらに、控除後の金額に復興特
別所得税(×102.1%)を加算して年調年税額を算出
し、過不足金額を清算します。
　年調減税額の計算や控除をするときには、正し
い情報に基づき対応する必要があります。国税庁
の「年末調整計算シート」や「源泉徴収簿」を活
用するほか、国税庁特設のサイトを
ご覧ください。
右のQR：「年末調整が良くわかる

　　　ページ（令和６年分）」国税庁

した内容から変更がない場合「変更（異動）な
し」という旨の記載のみで提出できるようになり
ます。ただし、簡略化する場合は、前年の「給与
所得者の扶養控除等（異動）申告書」の内容を事
業主側が正しく把握する必要があります。また、
従業員へ年末調整書類を配布する際、この変更点
をわかりやすく周知するようにしてください。
　次に②については、記載内容の簡素化に伴い、
書類の様式が変更されます。具体的な内容は、以
下の通りです。
　「社会保険料控除」「生命保険料控除」欄の「保　
　険金等の受取人」の「あなたとの続柄」およ
　び、「地震保険料控除」欄の「保険等の契約者
　の氏名」の「あなたとの続柄」の記載が不要
　今年度は、年調減税の手続きや、細かい変更点
が多いため、医療機関は、正式に確定した様式を
確認し、年末調整時に従業員に周知するようにし
ましょう。

　「社会保険料控除」「生命保険料控除」欄の「保　
　険金等の受取人」の「あなたとの続柄」およ
　び、「地震保険料控除」欄の「保険等の契約者
　の氏名」の「あなたとの続柄」の記載が不要



12
月
２
日
、
つ
い
に
そ
の
日

が
来
て
し
ま
う
。
新
し
い
厚
生

労
働
大
臣
は
、
健
康
保
険
証
の

新
規
発
行
停
止
の
方
針
を
「
堅

持
し
た
い
」
と
話
し
て
い
た
。

12
月
２
日
か
ら
は
、
新
規
の
健

康
保
険
証
発
行
は
行
わ
な
い
。

た
だ
し
、
既
に
発
行
さ
れ
た
保

険
証
は
最
長
で
来
年
12
月
ま
で

の
１
年
間
は
引
き
続
き
使
用
で

き
る
と
し
た
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
普
及
率
は
人
口
の
８

割
弱
と
い
う
。
そ
の
中
で
、
健

康
保
険
証
と
ひ
も
付
け
て
い
る

人
は
８
割
ほ
ど
。
し
か
し
、
そ

の
マ
イ
ナ
保
険
証
で
受
診
し
た

患
者
さ
ん
は
、
や
っ
と
15
％
程

度
だ
。

　
国
は
、
デ
ジ
タ
ル
化
政
策
を

進
め
る
に
当
た
り
、「
ま
ず
医
療

か
ら
」
と
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
に
健
康
保
険
証
を
ひ
も
付

け
、
さ
ら
に
運
転
免
許
証
、
ゆ

く
ゆ
く
は
銀
行
口
座
も
ひ
も
付

け
よ
う
と
、
必
死
に
な
っ
て
い

る
。
厚
労
省
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
を
活
用
す
れ
ば
情
報
の
一
元

化
に
な
り
、
さ
ら
に
国
側
の
大

き
な
コ
ス
ト
削
減
が
見
込
ま
れ

る
と
言
っ
て
い
る
。

　
そ
こ
で
見
落
と
さ
れ
て
い
る

の
が
、
患
者
さ
ん
の
個
人
情

報
、
つ
ま
り
〝
知
ら
れ
た
く
な

い
情
報
〞
が
他
人
に
握
ら
れ
る

と
い
う
不
安
感
が
拭
え
な
い
こ

と
だ
。
そ
の
個
人
情
報
が
漏
洩

し
て
も
、
国
は
責
任
を
取
ら
な

い
。
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
に
も
問

題
が
山
積
し
て
い
る
。
さ
ら
に

医
療
者
側
の
負
担
増
の
問
題
で

あ
る
。
行
政
側
は
「
補
助
金
を

出
し
て
い
る
か
ら
、
そ
れ
で
十

分
」
と
考
え
て
い
る
の
か
も
し

れ
な
い
が
、
そ
れ
は
初
期
導
入

費
用
の
一
部
分
で
し
か
な
い
。

そ
こ
か
ら
発
生
す
る
ラ
ン
ニ
ン

グ
コ
ス
ト
、
人
的
負
担
の
増
加

分
へ
の
対
応
は
含
ま
れ
て
い
な

い
。

　
さ
ら
に
、
保
険
請
求
の
Ｄ
Ｘ

化
、
電
子
処
方
箋
の
導
入
と
Ｉ

Ｔ
化
の
推
進
が
追
い
打
ち
を
か

け
る
。
医
療
側
に
ど
れ
だ
け
の

コ
ス
ト
が
か
か
る
と
考
え
て
い

る
の
か
。

　
現
場
の
混
乱
は
推
し
て
知
る

べ
し
。
医
療
機
関
側
の
負
担
の

増
大
で
、
い
ず
れ
小
規
模
の
診

療
所
は
立
ち
い
か
な
く
な
る
。

マ
イ
ナ
保
険
証
シ
ス
テ
ム
を
導

入
し
て
、
患
者
さ
ん
に
有
無
を

言
わ
さ
ず
使
わ
せ
る
。
国
は
、

そ
の
ご
褒
美
に
数
十
万
円
の
お

カ
ネ
を
ば
ら
ま
き
、
そ
れ
で

「
医
療
機
関
に
喜
ん
で
い
た
だ

く
」と
で
も
い
う
の
だ
ろ
う
か
。

何
と
ば
か
に
さ
れ
た
こ
と
か
。

毎
日
診
療
に
心
身
と
も
に
神
経

を
使
い
、
国
の
決
め
た
こ
と
を

守
っ
て
診
療
を
行
っ
て
い
る
の

に
、
治
療
だ
け
で
は
な
く
、
他

の
問
題
に
も
神
経
を
集
中
さ
せ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
実
を
知

っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
今
や
、
保
険
点
数
は
物
に
対

す
る
点
数
で
あ
り
、
し
か
も
近

年
の
医
療
機
器
、
材
料
費
、
光

熱
水
道
費
な
ど
の
値
上
が
り
に

つ
い
て
い
け
な
い
。
一
方
、
歯

科
の
技
術
料
は
ほ
と
ん
ど
変
わ

っ
て
い
な
い
。
国
は
、
我
々
を

ど
れ
だ
け
締
め
付
け
れ
ば
気
が

済
む
の
か
。
考
え
た
だ
け
で
嫌

に
な
っ
て
く
る
。
今
ま
で
は
地

域
の
た
め
、
患
者
さ
ん
の
た
め

に
と
頑
張
っ
て
き
た
が
、
そ
れ

も
力
が
尽
き
よ
う
と
し
て
い

る
。
知
っ
て
い
る
だ
け
で
も
、

閉
院
を
予
定
し
て
い
る
先
生
が

４
〜
５
人
。
ま
さ
に
地
域
医
療

の
崩
壊
だ
。
こ
れ
か
ら
ま
す
ま

す
歯
科
医
院
の
閉
院
が
増
え
る

で
あ
ろ
う
こ
と
を
考
え
る
と
、

と
て
も
他
人
事
と
は
考
え
ら
れ

な
い
。

呉橋  美紀
（理事／大田区）

弱者のつぶやき…弱者のつぶやき…

地域医療の崩壊か地域医療の崩壊か

  

第
４
回
メ
デ
ィ
ア
懇
談
会

歯
科
技
工
所
の
将
来
に
危
機
感

歯
科
技
工
所
の
将
来
に
危
機
感

11
月
８
日
に
行
わ
れ
た
第
４
回

メ
デ
ィ
ア
懇
談
会
（
通
算
104
回
）

で
、
説
明
に
あ
た
っ
た
山
本
鐵
雄

副
会
長
は
「
歯
科
技
工
の
消
滅
を

招
く
」
と
、
歯
科
技
工
業
界
の
厳

し
い
状
況
を
伝
え
た
。

▼
歯
科
技
工
所
の

収
入
改
善
が
急
務

こ
の
日
は
、
協
会
が
実
施
し

た
歯
科
技
工
所
ア
ン
ケ
ー
ト
の

結
果
を
公
表
。
歯
科
技
工
士
の

就
労
環
境
に
触
れ
、
個
人
経
営

の
歯
科
技
工
所
の
所
得
改
善
が

急
務
で
、
そ
の
理
由
と
し
て
所

得
が
低
い
た
め
「
機
器
を
導
入

す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
新
技
術

に
対
応
で
き
な
い
」
こ
と
を
挙

げ
た
。
今
後
の
歯
科
技
工
士
の

減
少
が
、
年
間
1
千
〜
２
千
人

ペ
ー
ス
と
予
測
さ
れ
て
い
る
こ

と
に
対
し
、
強
い
危
機
感
を
示

し
た
。
な
お
、
参
加
者
か
ら
は

地
方
の
い
わ
ゆ
る
〝
１
人
ラ

ボ
〞
を
法
人
の
歯
科
技
工
所
が

買
収
す
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い

る
と
い
う
事
例
が
紹
介
さ
れ

た
。そ

の
ほ
か
、「
会
員
の
意
識

と
実
態
調
査
」
や
、
オ
ン
ラ
イ

ン
資
格
確
認
の
義
務
化
撤
回
訴

訟
（
１
面
参
照
）
の
話
題
を
も

と
に
懇
談
し
た
。

▼
参
加
者
も
マ
イ
ナ
保
険
証

「
使
い
た
く
な
い
」

他
方
、
マ
イ
ナ
保
険
証
ト
ラ

ブ
ル
調
査
第
４
弾
に
つ
い
て

は
、
医
療
機
関
で
続
く
ト
ラ

ブ
ル
の
実
態
を
報
告
し
た
。
こ

れ
に
対
し
参
加
メ
デ
ィ
ア
か

ら
は
、
医
療
機
関
の
ト
ラ
ブ

ル
対
応
へ
の
負
担
に
理
解
を

示
し
た
上
で
「（
マ
イ
ナ
保
険

証
を
利
用
す
る
と
）
例
え
ば

国
民
に
と
っ
て
『
３
兆
円
あ

る
い
は
４
兆
円
分
の
メ
リ
ッ

ト
が
生
じ
る
』
な
ど
そ
う
し

た
こ
と
を
具
体
的
に
示
す
こ

と
が
で
き
な
い
限
り
納
得
感

が
な
く
、
マ
イ
ナ
保
険
証
を

使
い
た
く
な
い
」
と
指
摘
し

た
。同

日
は
、
メ
デ
ィ
ア
４
社
５

名
が
参
加
し
、
早
坂
美
都
副
会

長
が
司
会
を
務
め
た
。

第４回メディア懇談会会場の様子

 ｢イイ歯デー街頭宣伝｣in新宿を開催 ｢イイ歯デー街頭宣伝｣in新宿を開催

歯科治療の保険適用拡充を!!
「
保
険
で
よ
い
歯
を
」
東
京

連
絡
会
は
11
月
２
日
、
新
宿
駅

南
口
周
辺
で
「
イ
イ
歯
デ
ー
街

頭
宣
伝
」
を
行
っ
た
。

こ
れ
は
11
月
８
日
の
イ
イ
ハ

デ
ー
に
ち
な
み
、
同
日
に
開

催
さ
れ
た
「
署
名
推
進
キ
ッ

ク
オ
フ
集
会
」
に
合
わ
せ
て

実
施
し
た
も
の
で
、
保
団
連

（
全
国
保
険
医
団
体
連
合

会
）、
大
阪
府
歯
科
保
険
医
協

会
と
と
も
に
合
計
16
人
が
街

頭
に
立
っ
た
。

宣
伝
で
は
、
歯
科
に
は
保
険

が
適
用
さ
れ
な
い
治
療
が
あ

る
こ
と
、
歯
科
衛
生
士
・
歯

科
技
工
士
の
仕
事
を
理
解
し

て
い
た
だ
く
こ
と
な
ど
、
歯

科
医
療
の
現
状
を
訴
え
た
。

ま
た
、
保
険
で
よ
り
良
い
歯

科
医
療
を
求
め
る
た
め
の
「
請

願
署
名
」
や
「
保
険
で
よ
い

歯
を
」
東
京
連
絡
会
の
活
動

紹
介
の
宣
伝
物
な
ど
を
約
200

名
の
通
行
人
に
配
布
。
多
数

の
方
々
が
呼
び
か
け
に
耳
を

傾
け
、
署
名
へ
の
ご
協
力
も

い
た
だ
い
た
。

イ
ン
プ
ラ
ン
ト
治
療
で
毎
月

通
院
し
て
い
る
と
い
う
方

は
、
歯
磨
き
習
慣
が
な
か
っ

た
自
身
の
幼
少
期
を
振
り
返

り
、「
学
校
で
歯
の
大
切
さ
、

し
っ
か
り
し
た
磨
き
方
を
教

え
る
こ
と
は
大
事
」
と
し
た

上
で
、
予
防
歯
科
の
充
実
が

必
要
と
意
見
し
て
い
た
。

同
連
絡
会
は
、
今
後
も
都
民

に
向
け
て
歯
科
医
療
の
大
切
さ

の
ほ
か
、
健
康
保
険
で
よ
い
歯

科
医
療
の
実
現
を
訴
え
る
活
動

を
継
続
し
て
い
く
。
ご
関
心
を

持
た
れ
た
方
は
、
協
会
「
よ
い

歯
担
当
」
ま
で
（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０

３
―
３
２
０
５
―
２
９
９

９
）。

　協会では、年末年始の休診案内（ポスターと卓上型
タイプ）を用意しました。右のQRからダウンロード
の上、ご利用ください。　
　また、休診ポスターの郵送をご希望の方は、お電話
（☎：03-3205-2999 ／平日10時～ 12時30分、13時30分
～17時）でご連絡ください。

年末年始休診ポスターのご案内

Year-end and New Year holidays

年末年始年末年始  休診日のご案内休診日のご案内

　 日

（ ）

　 日

（ ）

　 日

（ ）

　 日

（ ）

　 日

（ ）

　 日

（ ）

　 日

（ ）

午午

前前

(AM)(AM)

午午

後後

(PM)(PM)

１２月 / Dec.１２月 / Dec.

message：
　 日

（ ）

　 日

（ ）

　 日

（ ）

　 日

（ ）

　 日

（ ）

　 日

（ ）

　 日

（ ）

午午

前前

(AM)(AM)

午午

後後

(PM)(PM)

１月 / Jan.１月 / Jan.

年末年始休診日
のお知らせ　

誠に勝手ながら

以下の期間を年末年始の休診日とさせていただきます

ご不便ご迷惑をおかけしますが

何卒ご了承くださいますようお願い申し上げます

この他、卓上この他、卓上版もあります版もあります

　会員の先生に２０２４年を表す漢字一文字を伺いました。今年は
「闇」「悪」「耐」が同率１位に。その漢字を選んだ理由は̶。
　「闇」は、議員の裏金や闇バイト犯罪を背景に。「悪」は、世界、世の中
が悪い方向に進んでいるのではないか…との懸念から。そのほか、難
解と評された今次診療報酬改定に関連し、「難」「困」「苦」「怒」「惑」「耐」
「乱」「騰」などが推されています。また、米国で活躍する大谷翔平選手
に魅かれ「翔」も。

耐耐
乏乏

困困

難難
負負

怒怒

惑惑

変変

騰騰

忍忍
暑暑

乱乱
人人

和和

被被
翔翔闇闇

悪悪 混混

争争詰詰
苦苦
死死

▼会員から寄せられた「今年の漢字2024」▼会員から寄せられた「今年の漢字2024」

会員の「2024 今年の漢字」会員の「2024 今年の漢字」

会 員会 員 のの意 識意 識 とと実 態 調 査実 態 調 査

調査の回収数調査の回収数　  　  １１,,６４８６４８件件
　　回収率　　回収率     2 7 . 4 42 7 . 4 4 ％％

※上記は１１月２０日時点。今後も変動する可能性がございます。

　５年に一度、会員の経営実態の把握と意識を明らかにし、協会活動
の基礎資料等とすることを目的に、書面によるアンケート調査を実施しま
した。たくさんの貴重なご回答をいただき、ありがとうございました。
　次号ではアンケート結果の一部、次々号ではアンケート結果のまとめ
をご報告させていただく予定です。

東京歯科保険医協会 政策委員会

▼
16
人
で
呼
び
か
け

　
署
名
も
い
た
だ
く

参加者一同で記念撮影参加者一同で記念撮影

（ 8）第６５７号東 京 歯 科 保 険 医 新 聞 （毎月１回１日発行）２０２４年（令和６年）１２月１日 （第三種郵便物認可）

ホームページアドレス e-mailhttps:／／www.tokyo-sk.com／ info@tokyo-sk.com
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